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新
潟
県
長
岡
市
の
山
古
志
と
言
え
ば
、
牛

の
角
突
き
や
錦
鯉
で
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の

山
古
志
が
、
２
０
０
４
年
10
月
23
日
、
新
潟

県
中
越
地
方
を
襲
っ
た
中
越
大
地
震
で
、
壊

滅
的
な
被
害
を
受
け
た
。
そ
の
山
古
志
の
住

民
た
ち
が
地
域
を
復
興
す
る
歩
み
を
追
っ
た

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
『
１
０
０
０
年
の

山
古
志
』が
、
震
災
５
年
の
今
年
、
完
成
し
た
。

映
画
の
メ
ガ
ホ
ン
を
取
っ
た
の
が
、
映
画
監

督
の
橋
本
信
一
さ
ん
だ
。
カ
ン
ヌ
で
２
回
も

最
高
賞
を
取
っ
た
名
匠
、
今
村
昌
平
監
督
の

愛
弟
子
で
あ
る
。

　

山
古
志
の
絆

　

橋
本
さ
ん
は
、
地
震
の
２
週
間
後
、
長
岡

市
の
避
難
所
に
見
舞
い
に
行
っ
た
時
の
エ
ピ

ソ
ー
ド
か
ら
語
り
始
め
た
。
避
難
所
に
は
衝

立
も
な
く
、
多
く
の
人
た
ち
が
着
の
身
着
の

ま
ま
で
避
難
し
て
い
た
。
こ
れ
で
は
着
替
え

も
出
来
な
い
だ
ろ
う
と
、「
避
難
所
に
衝
立
を

置
い
た
ら
」と
言
う
と
、
怒
り
出
し
た
人
が
い

た
。「
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
ら
皆
の
顔
が
見
え

な
く
な
る
。
皆
が
い
る
か
ら
生
き
て
い
ら
れ

る
」住
民
の
絆
の
強
さ
を
改
め
て
実
感
し
た
。

　

も
と
も
と
、
山
古
志
と
関
わ
り
が
出
来

た
の
は
、
５
年
前
、『
掘
る
ま
い
か
』
と
い
う

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
の
制
作
を
通
し

　

大
地
震
で
、
山
古
志
の
４
割
の
住
宅
が
全

壊
、
水
没
し
た
集
落
も
あ
っ
た
。
住
民
全
員

が
避
難
勧
告
を
受
け
、
避
難
所
暮
ら
し
、
仮

設
住
宅
暮
ら
し
を
強
い
ら
れ
た
。
田
ん
ぼ
や

鯉
の
養
殖
池
の
底
が
抜
け
、
お
び
た
だ
し
い

被
害
が
出
た
。
闘
牛
や
肉
牛
も
、
倒
れ
た
牛

舎
の
下
敷
き
と
な
っ
た
。
ま
さ
し
く
仮
死
状

態
に
な
っ
た
山
古
志
で
、
住
民
た
ち
は
人
生

の
岐
路
に
立
た
さ
れ
た
。
生
き
方
の
選
択
と

復
活
へ
の
努
力
が
あ
っ
た
。

　

映
画
で
は
、
人
々
が
助
け
合
い
な
が
ら
、

元
気
と
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
い
く
様
子
が
描

か
れ
て
い
る
。

　

家
を
失
い
水
田
も
枯
れ
て
し
ま
っ
た
上
田

照
枝
さ
ん
は
、
た
っ
た
一
人
で
山
に
分
け
入

り
、
道
な
き
道
を
歩
い
て
ホ
ー
ス
を
棚
田
に

引
っ
張
り
上
げ
、
生
命
線
で
あ
る
水
を
引
き

込
む
こ
と
に
成
功
す
る
。

　

亡
く
な
っ
た
父
の
想
い
を
受
け
継
ご
う
と
、

石
原
正
博
さ
ん
は
、
地
震
後
、
会
社
勤
め
を

や
め
、
錦
鯉
を
育
て
始
め
た
。
試
行
錯
誤
の

日
々
だ
が
、
山
古
志
の
伝
統
を
守
ろ
う
と
い

う
決
意
は
固
い
。

　

畜
産
を
再
開
し
た
関
正
史
さ
ん
、
克
史
さ

ん
親
子
。関
親
子
は
地
震
で
多
く
の
牛
を
失
っ

た
が
、
仮
設
の
小
屋
で
牛
を
育
て
、
山
古
志

に
牛
を
連
れ
帰
る
こ
と
が
出
来
た
。

　

映
画
作
り
の
合
言
葉
は
、「Discover true 

Japan!

」
本
当
の
日
本
人
を
掘
り
起
こ
す
作
業

を
し
て
い
る
。『
１
０
０
０
年
の
山
古
志
』
は
、

地
震
か
ら
の
復
興
も
描
く
映
画
だ
。「
復
興
を

実
現
し
た
山
古
志
の
人
の
絆
が
受
け
継
が
れ

て
き
た
村
の
時
間
を
描
い
た
」。

　
「
１
０
０
０
年
」
に
そ
の
思
い
が
込
め
ら
れ

て
い
る
。
１
０
０
０
年
、
命
の
リ
レ
ー
が
、

き
ち
ん
と
行
わ
れ
て
き
た
。
手
掘
り
の
隧
道

を
完
成
さ
せ
た
根
気
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
復

興
に
も
役
立
っ
た
。

　

地
震
か
ら
２
週
間
後
、
子
ど
も
全
員
を
ヘ

リ
に
乗
せ
て
、
故
郷
の
惨
状
を
目
の
当
た
り

に
さ
せ
た
。
ま
る
で
、
谷
に
子
を
突
き
落
と

す
獅
子
の
よ
う
に
、
強
く
生
き
る
た
め
、
先

人
か
ら
受
け
継
い
だ
生
活
哲
学
を
実
践
し
た

の
だ
。

　

山
古
志
に
は
、
本
当
の
日
本
人
が
い
る
。

本
当
の
日
本
人
が
残
っ
て
い
る
。

　

山
古
志
の
人
々
の
深
く
結
ば
れ
た
絆
を
描

い
た
映
画
は
、
日
本
で
失
わ
れ
つ
つ
あ
る「
人

間
の
絆
」を
見
つ
め
直
す
き
っ
か
け
を
与
え
て

く
れ
て
い
る
。

　

今
年
で
、
中
越
大
地
震
か
ら
丸
５
年
に
な

る
。
橋
本
さ
ん
は
、
地
震
の
起
き
た
午
後
５

時
56
分
か
ら
、
全
国
各
地
で『
１
０
０
０
年
の

山
古
志
』の
同
時
上
映
が
出
来
な
い
も
の
か
と

模
索
し
て
い
る
。
実
現
に
向
け
て
、
大
い
に

協
力
し
た
い
。

れ
た
。「
山
古
志
の
人
々
は
い
い
顔
を
し
て
い

る
。
い
る
べ
き
と
こ
ろ
に
い
る
と
い
う
自
信

と
誇
り
が
あ
る
か
ら
な
ん
だ
ろ
う
な
ぁ
」。

　

本
当
の
日
本
人
が
い
る

　

山
古
志
が
長
岡
市
に
合
併
す
る
前
に
、
山

古
志
の
風
土
を
テ
ー
マ
に
新
た
な
映
画
を
撮

ろ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
矢
先
に
、
中
越
大

地
震
が
起
き
た
。

　

企
画
を
練
り
直
し
、『
１
０
０
０
年
の
山
古

志
』と
い
う
テ
ー
マ
で
、
地
震
直
後
か
ら
、
カ

メ
ラ
を
回
し
始
め
た
。

て
だ
っ
た
。
山
古
志
に
は
、

中
山
隧
道
と
い
う
手
掘
り

の
ト
ン
ネ
ル
が
あ
る
。
住

民
が
手
掘
り
で
貫
通
さ
せ

た
も
の
で
は
日
本
一
長
い
。

戦
前
か
ら
戦
後
に
か
け
て
、

の
べ
16
年
で
貫
通
し
た
全

長
８
７
７
メ
ー
ト
ル
の
ト

ン
ネ
ル
だ
。
雪
深
い
冬
、
山
古
志
の
小
松
倉

地
区
は
陸
の
孤
島
に
な
る
。
病
人
が
出
た
と

き
な
ど
、
隣
の
広
神
村
ま
で
の
困
難
な
峠
越

え
が
出
来
ず
、
多
く
の
命
が
奪
わ
れ
た
。
隧

道
は
住
民
の
悲
願
だ
っ
た
。

　

橋
本
さ
ん
は
、
実
際
に
歩
い
て
み
て
そ
の

迫
力
に
圧
倒
さ
れ
た
。
最
初
は
、
観
光
気
分

だ
っ
た
が
、
岩
肌
に
刻
ま
れ
た
つ
る
は
し
の

痕
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
言
葉
を
失
っ
た
。

村
人
の
情
念
が
降
っ
て
く
る
よ
う
な
感
じ
が

し
た
。
隧
道
に
は
不
思
議
な
力
が
あ
っ
た
。

　
「
隧
道
は
、
砂
漠
に
落
ち
た
一
本
の
針
。
砂

漠
で
針
を
見
つ
け
る
の
は
至
難
の
技
。
で
も

針
の
穴
か
ら
は
砂
漠
を
見
渡
せ
る
。
針
の
穴

の
よ
う
な
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
を
通
し
て
、
人

間
の
勇
気
や
知
恵
を
、
精
神
風
土
を
描
い
た
」。

　

映
画
の
撮
影
で
、
何
回
も
山
古
志
に
足
を

運
ぶ
う
ち
、
す
っ
か
り
人
や
風
景
に
魅
せ
ら

 
針
の
穴
か
ら
砂
漠
を
見
渡
す

     
〜
映
画
監
督　

橋

本

信

一
さ
ん
〜
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好評
発売中

■
イ
ネ
・
セ
イ
ミ
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

フ
ル
ー
ト
奏
者
と
し
て
活
躍
中
。俳
画
家
。

絵
画
を
幼
少
よ
り
日
展
画
家
の
（
故
）
川
村
行
雄
氏
に
師

事
。俳
画
を
華
道
彩
生
会
家
元
（
故
）
村
松
一
平
氏
に
師

事
。俳
画
の
描
法
を
も
と
に
、少
女
、猫
等
を
独
自
の
や
さ

し
い
タ
ッ
チ
で
描
い
て
い
る
。個
展
多
数
。

俳
画
教
室
開
講
中

と
こ
ろ　

常
滑
屋

と　

き　

月
二
回　

第
二
・
第
三
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
一
時
〜
三
時

会　

費　

一
回　

二
、二
五
〇
円（
三
ヶ
月
分
前
納
制
）

問
合
せ　

☎
〇
五
六
九（
三
五
）〇
四
七
〇

フ
ル
ー
ト
奏
者

イ
ネ
・
セ
イ
ミ

コンサート依頼はこちらへ
☎0563（32）0583
（セイミオフィス）

一
音
一
音

い
と
お
し
む
よ
う
に

奏
で
る
音
色

貴
方
に
幸
せ
を

届
け
ま
す

俳画／イネ・セイミ

村
上
信
夫

（
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
） 130
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〈
杉
本
武
之
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
〉

１
９
３
９
年　

碧
南
市
に
生
ま

れ
る
。

京
都
大
学
文
学
部
卒
業
。翻
訳
業

を
経
て
、小
学
校
教
師
に
な
る
た

め
に
愛
知
教
育
大
学
に
入
学
。25

年
間
、西
尾
市
の
小
中
学
校
に
勤

務
。定
年
退
職
後
、名
古
屋
大
学

教
育
学
部
の
大
学
院
で
学
ぶ
。

〈
趣
味
〉読
書
と
競
馬

◎
常
滑
市
民
文
化
会
館

▼
ダ
ン
ス
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・
九
日（
日
）午
後
一

時
半
〜
同
四
時

▼
愛
知
社
会
科
教
育
研
究
会
総
会
・
十
八
日

（
火
）午
前
十
時
〜
同
十
一
時
半

◎
常
滑
市
立
図
書
館

▼
全
日
写
連
常
滑
支
部
展
・
〜
五
日（
水
）

▼
国
際
焼
物
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
児
童
画
展
・
六
日

（
木
）〜
十
五
日（
土
）

▼
書
楽
学
生
書
道
展
・
十
六
日（
日
）
〜

二
十
六
日（
水
）

▼
鬼
崎
木
版
画
教
室
作
品
展
・
二
十
七
日

（
木
）〜
九
月
五
日（
土
）

◎
常
滑
市
民
俗
資
料
館

▼
第
二
回
企
画
展「
常
滑
焼
の
抹
茶
茶
碗
あ
れ

こ
れ
」・
〜
三
十
日（
日
）

◎
常
滑
市
体
育
館

▼
夏
季
市
民
６
人
制
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
・
二

日（
日
）

▼
尾
東
地
方
教
職
員
体
育
実
技
研
修
会
・
八
日

（
土
）

▼
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
大
会（
ラ
ブ
オ
ー
ル
）・

二
十
二
日（
土
）

▼
南
砺
市
、常
滑
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
交
流

会
・
二
十
二
日（
土
）、二
十
三
日（
日
）

▼
小
学
生
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
・
二
十
九
日

（
土
）

◎
常
滑
市
中
央
公
民
館

▼
趣
味
の
１
日
教
室　

簡
単
お
や
つ
作
り
・
九

月
八
日（
火
）午
前
九
時
〜
正
午　

内
容　

ビ

ス
コ
テ
ィ
作
り
他　

講
師　

尾
崎
恵
子
さ
ん

　

場
所　

中
央
公
民
館
料
理
室　

受
講
料　

四
百
円　

材
料
費　

六
百
円　

持
ち
物　

持

ち
帰
り
用
器
・
布
巾
三
枚
・
エ
プ
ロ
ン
等　

対

象　

市
内
在
住
、在
勤
の
人　

定
員　

二
十

名　

申
込
み
期
限　

十
五
日（
土
）　

申
込
み

先　

生
涯
学
習
課
☎
35
―
１
１
１
１　

内
線

３
８
６
・
３
８
７
ま
た
は
開
催
す
る
公
民
館

◎
青
海
公
民
館

▼
趣
味
の
１
日
教
室　

ポ
ン
・
デ
・
ケ
イ
ジ
ョ
作

り
・
九
月
二
日（
水
）午
前
九
時
〜
正
午　

内

容　

ブ
ラ
ジ
ル
生
ま
れ
の
パ
ン
作
り　

講
師

　

肥
田
静
代
さ
ん　

場
所　

青
海
公
民
館
料

理
室　

受
講
料　

四
百
円　

材
料
費　

六
百

円　

持
ち
物　

持
ち
帰
り
用
器
・
布
巾
三
枚
・

エ
プ
ロ
ン
等　

対
象　

市
内
在
住
、在
勤
の
人

　

定
員　

二
十
名　

申
込
み
期
限　

十
五
日

（
土
）　

申
込
み
先　

生
涯
学
習
課
☎
35
―

１
１
１
１　

内
線
３
８
６
・
３
８
７
ま
た
は

開
催
す
る
公
民
館

◎
鬼
崎
公
民
館

▼
趣
味
の
１
日
教
室　

ア
レ
ン
ジ
フ
ラ
ワ
ー
・

九
月
九
日（
水
）午
後
二
時
〜
同
四
時　

講

師　

片
山
八
重
子
さ
ん　

場
所　

鬼
崎
公
民

館
美
術
工
芸
室　

受
講
料　

四
百
円　

材

料
費　

千
五
百
円　

持
ち
物　

は
さ
み
・
持

ち
帰
り
用
袋
・
ビ
ニ
ー
ル
風
呂
敷
等　

対
象

　

市
内
在
住
、在
勤
の
人　

定
員　

二
十
名

　

申
込
み
期
限　

十
五
日（
土
）　

申
込
み
先

　

生
涯
学
習
課
☎
35
―
１
１
１
１　

内
線

３
８
６
・
３
８
７
ま
た
は
開
催
す
る
公
民
館

▼
市
民
講
座
Ⅱ　

昔
話
を
57
話
聞
く　

と
こ

な
め
再
発
見
・
九
月
三
日
、十
日
、十
七
日
、

二
十
四
日
、十
月
一
日（
各
木
・
全
五
回
）午
前

十
時
〜
同
十
一
時
半　

内
容　

第
一
回　

昔

話
、碁
盤
割
、鬼
が
崎
、他　

講
師　

吉
田
弘

さ
ん　

第
二
回　

八
百
姫
様
、頬
焼
け
弥
陀
、

他　

講
師　

吉
田
弘
さ
ん　

第
三
回　

雪
舟

と
慧
可
断
臂
図　

講
師　

岡
康
正
さ
ん　

第

四
回　

火
定
所
、イ
ボ
地
蔵
、他　

講
師　

本

美
信
聿
さ
ん　

第
五
回　

涙
橋
、金
宝
丸
、亀

さ
ん
、他　

朗
読　

鈴
木
千
代
子
さ
ん　

場

所　

鬼
崎
公
民
館
視
聴
覚
室　

対
象　

市
内

在
住
、在
勤
の
人　

定
員　

三
十
名　

受
講

料　

無
料　

申
込
み　

生
涯
学
習
課
・
鬼
崎

公
民
館　

申
込
み
期
限　

二
十
七
日（
木
）　

問
合
せ　

生
涯
学
習
課
☎
35
―
５
１
１
１　

内
線
３
８
７

◎
南
陵
公
民
館

▼
趣
味
の
１
日
教
室　

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
九
月

二
十
九
日（
火
）午
前
十
時
〜
同
十
一
時　

講

師　

後
藤
早
苗
さ
ん　

場
所　

南
陵
公
民
館

講
義
室　

受
講
料　

四
百
円　

持
ち
物　

タ

オ
ル　

※
服
装
は
ス
カ
ー
ト
等
が
望
ま
し
い

　

対
象　

市
内
在
住
、在
勤
の
人　

定
員　

二
十
名　

申
込
み
期
限　

十
五
日（
土
）　

申

（
11
ペ
ー
ジ
へ
続
く
）

長澤晶子のSPEED★COOKING!長澤晶子のSPEED★COOKING!料理
研究
家

「
手
つ
な
ぎ
お
に
」
の
応
用
編

　

遊
び
の
人
数
は
、
場
所
に
よ

っ
て
多
く
し
て
遊
ぶ
と
、
よ
い

で
し
ょ
う
。
た
と
え
ば
、
体
育

館
の
広
さ
で
し
た
ら
、
三
〇
人

く
ら
い
で
、
運
動
場
く
ら
い
で

し
た
ら
、
五
・
六
〇
〜
人
く
ら

い
の
人
数
で
十
分
遊
べ
ま
す
。

　

鬼
ご
っ
こ
で
は
、
お
に
一
人

に
対
し
て
大
勢
で
遊
ぶ
の
が
多

い
の
で
す
が
、
こ
の
「
手
つ
な

ぎ
お
に
」
の
応
用
編
で
は
、
複

数
の
お
に
に
対
し
て
大
勢
と
い

う
鬼
ご
っ
こ
で
す
。
そ
こ
で
、

お
に
の
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
も
必
要

に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、
こ
の
遊
び
方
を

紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

①　

お
に
は
、
二
〜
四
人
く
ら

　

い
に
す
る
。
お
に
は
、
帽
子

　

を
か
ぶ
る
と
よ
い
。

②　

遊
び
場
と
し
て
、
体
育
館

　

で
は
フ
ロ
ア
全
面
（
但
し

　

舞
台
に
は
上
が
ら
な
い
）
、

　

運
動
場
で
は
ト
ラ
ッ
ク
内
に

　

す
る
。

③　

体
育
館
で
は
オ
ア
シ
ス
（

　

逃
げ
る
子
の
休
む
場
所
）
と

　

し
て
バ
ス
ケ
ッ
ト
コ
ー
ト
の

　

セ
ン
タ
ー
サ
ー
ク
ル
を
一
・

　

二
箇
所
に
す
る
。

　
　

運
動
場
で
の
オ
ア
シ
ス
は

　

三
・
四
箇
所
作
る
。
オ
ア
シ

　

ス
は
円
だ
と
、
直
径
三
ｍ
く

　

ら
い
な
も
の
に
す
る
。
円
で

　

な
く
い
ろ
い
ろ
な
形
で
よ
い
。

　
　

こ
の
オ
ア
シ
ス
に
は
、
お

　

に
は
入
れ
な
い
。

④　

逃
げ
る
子
は
、
豚
の
ま
ね

　

（
一
方
の
手
を
鼻
の
上
に
お

　

き
、
も
う
一
方
の
手
で
豚
の

　

シ
ッ
ポ
の
よ
う
に
尻
に
お
く
）

　

を
し
て
逃
げ
る
。

⑤　

捕
え
ら
れ
た
ら
、
お
に
の

　

グ
ル
ー
プ
と
手
を
つ
な
ぎ
、

　

い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
お
い
か

　

け
る
。

⑥　

捕
ま
え
る
と
き
に
つ
な
い

　

で
い
る
手
が
は
な
れ
た
ら
、

　

捕
ま
え
た
こ
と
に
は
な
ら
な

　

い
の
で
、
き
つ
く
手
を
つ
な

　

い
で
お
い
か
け
る
。

⑦　

最
後
の
一
人
ま
で
つ
か
ま

　

え
な
く
て
お
に
の
人
数
く
ら

　

い
（
二
〜
四
人
）
残
し
て
終

　

わ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
子
た

　

ち
を
称
賛
し
て
や
る
。

⑧　

称
賛
さ
れ
た
子
た
ち
が
次

　

の
お
に
に
な
る
。

　

男
女
が
意
識
せ
ず
に
手
を

つ
な
い
で
お
い
か
け
る
光
景

は
本
当
に
美
し
い
も
の
で
す
。

こ
の
指ゆ

び

と
ま
れ 

（161）　
　

氏  

原  

朝  

信

　
鬼
ご
っ
こ
⑸ 

　

一
つ
の
簡
単
な
遊
び
か
ら
、
や
や
高
度
に
な
る
遊
び
へ
と
発
展

し
て
い
く
の
が
遊
び
の
特
徴
で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
遊
び
に
は
自

ず
と
自
分
た
ち
に
合
う
よ
う
に
工
夫
し
て
、
い
ろ
い
ろ
な
発
達
段

階
の
も
の
に
で
き
あ
が
り
、
数
多
く
の
遊
び
が
生
ま
れ
て
き
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
つ
の
遊
び
を
今
回
紹
介
す
る
の
が
「
手
つ
な
ぎ
お
に
」

の
応
用
編
で
す
。
ひ
と
学
級
分
の
人
数
で
も
楽
し
く
遊
べ
ま
す
。

人
数
の
多
い
ほ
う
が
楽
し
い
も
の
で
す
。

杉 

本 

武 

之

（50）

良
寛
の
死（
そ
の
１
）

　

５
月
30
日
に
亡
く
な
っ
た
母

に
つ
い
て
少
し
書
き
ま
す
。

　

明
治
42
年（
１
９
０
９
）生

ま
れ
な
の
で
、ち
ょ
う
ど
百
歳

で
し
た
。
生
誕
１
０
０
年
を
迎

え
た
偉
大
な
３
人
の
作
家
・
太

宰
治
、松
本
清
張
、大
岡
昇
平

と
同
じ
年
に
生
ま
れ
、「
世
界
の

ク
ロ
サ
ワ
」と
言
わ
れ
た
映
画

監
督
の
黒
澤
明
よ
り
一
つ
年
上

で
し
た
。ほ
っ
そ
り
と
し
た
体

の
母
が
こ
ん
な
に
長
く
生
き
る

な
ん
て
、だ
れ
一
人
思
っ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

母
は
、85
歳
頃
ま
で
は
、心
身

と
も
に
健
全
で
、同
じ
敷
地
内

の
離
れ
に
一
人
で
暮
ら
し
て
い

ま
し
た
。
夕
食
を
私
た
ち
と
一

緒
に
食
べ
、寝
る
前
に
私
た
ち

の
風
呂
に
入
っ
て
い
ま
し
た
。そ

れ
以
外
は
、別
々
の
暮
ら
し
を

し
て
い
ま
し
た
。
本
や
新
聞
を

読
む
の
が
好
き
で
、目
が
よ
く

見
え
な
く
な
っ
て
か
ら
も
、読

み
た
い
と
言
う
の
で
、図
書
館

で
大
き
な
活
字
の
本
を
借
り
て

き
て
や
り
ま
し
た
。
藤
沢
周
平

の
作
品
が
好
き
で
し
た
。
新
聞

は
、拡
大
レ
ン
ズ
を
使
っ
て
、隅

か
ら
隅
ま
で
読
ん
で
い
ま
し
た
。

　

85
歳
頃
か
ら
認
知
症
の
症

状
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。

　

ス
ー
パ
ー
へ
買
い
物
に
行
っ

て
、帰
り
道
が
分
か
ら
な
く
な

り
、道
端
で
し
ゃ
が
ん
で
い
る
の

を
女
房
が
見
つ
け
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。あ
る
日
、上
気
し
た

顔
で
私
の
と
こ
ろ
に
来
て
、「
お

客
さ
ん
た
ち
は
遅
い
ね
」と
言

う
の
で
、び
っ
く
り
し
て
離
れ
へ

行
っ
て
見
る
と
、コ
タ
ツ
の
上
に

10
杯
以
上
の
コ
ー
ヒ
ー
が
用
意

さ
れ
て
い
ま
し
た
。ま
た
、別
の

日
、部
屋
中
に
蒲
団
や
バ
ス
タ

オ
ル
が
敷
い
て
あ
っ
た
の
で
、そ

の
理
由
を
聞
く
と
、「
女
の
子
た

ち
が
泊
ま
っ
て
い
く
と
言
っ
て

い
る
か
ら
」と
答
え
ま
し
た
。

　

私
た
ち
は
、い
よ
い
よ
来
る

べ
き
も
の
が
来
た
、で
き
る
だ

け
そ
ば
に
い
な
く
て
は
い
け
な

い
な
と
考
え
ま
し
た
。
買
い
物

は
一
緒
に
行
く
こ
と
に
し
ま
し

た
。ま
た
、で
き
る
だ
け
離
れ
の

様
子
を
見
に
行
く
よ
う
に
し
ま

し
た
。
長
時
間
一
人
に
し
て
お

く
と
、何
を
す
る
か
分
か
ら
な

い
か
ら
で
す
。

　

10
年
前（
90
歳
）、
部
屋
の

中
で
転
倒
し
て
大
腿
骨
を
折

り
、手
術
を
し
ま
し
た
。リ
ハ
ビ

リ
を
続
け
ま
し
た
が
、伝
い
歩

き
し
か
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。

だ
ん
だ
ん
足
腰
が
弱
っ
て
き
て
、

ベ
ッ
ド
で
寝
て
い
る
時
間
が
多

く
な
り
ま
し
た
。
自
力
で
ト
イ

レ
に
行
け
な
く
な
り
、ベ
ッ
ド
の

そ
ば
に
備
え
付
け
た
椅
子
式
の

便
器
で
用
を
足
す
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。や
が
て
は
っ
き
り
し

た
便
意
を
感
じ
な
く
な
り
、紙

オ
ム
ツ
と
パ
ッ
ド
を
使
い
始
め

ま
し
た
。

　

食
事
も
３
回
、そ
の
ト
イ
レ

兼
用
の
椅
子
に
座
っ
て
食
べ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。ス
プ
ー

ン
が
思
う
よ
う
に
使
え
な
く
な

り
、一
人
で
食
べ
る
と
、口
に
入

る
よ
り
も
こ
ぼ
す
方
が
多
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
こ
で
、介

助
し
て
食
べ
さ
せ
る
こ
と
に
し

ま
し
た
。
夜
の
介
護
は
、ち
ょ

う
ど
そ
の
頃
定
年
退
職
し
た

私
が
す
る
こ
と
に
し
て
、隣
の

部
屋
で
寝
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

昼
夜
の
区
別
が
で
き
な
く
な
り
、

夜
中
に
声
を
出
し
た
り
、ベ
ッ

ド
か
ら
降
り
よ
う
と
し
ま
し
た
。

私
は
安
眠
で
き
な
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
日
常
生
活
が
不

自
由
に
な
っ
て
き
た
の
で
、市

役
所
に
行
っ
て
相
談
し
ま
し
た
。

調
査
の
結
果
、介
護
度
は
最
高

の
５
で
、い
ろ
い
ろ
便
宜
を
図
っ

て
も
ら
え
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。は
じ
め
は
嫌
が
っ
て
い

ま
し
た
が
、週
に
３
回
デ
イ
ケ

ア
に
行
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、月
に
３
日
ほ
ど
シ
ョ
ー

ト
ス
テ
イ
に
出
掛
け
て
く
れ
、

そ
の
時
だ
け
、私
は
の
ん
び
り

と
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

昨
年
、百
歳
の
祝
い
金
を
県

と
市
か
ら
も
ら
い
ま
し
た
。
数

え
年
で
は
百
歳
に
な
っ
て
い
た

の
で
す
。

　

４
月
６
日
、シ
ョ
ー
ト
ス
テ

イ
に
出
掛
け
て
い
る
時
に
、脳

梗こ
う

塞そ
く

で
倒
れ
、救
急
車
で
市
民

病
院
に
運
ば
れ
ま
し
た
。
特
別

な
延
命
措
置
は
取
ら
な
い
こ
と

に
し
ま
し
た
。５
月
18
日
、意

識
不
明
の
ま
ま
、民
間
の
大
き

な
病
院
に
転
院
し
ま
し
た
。そ

し
て
、５
月
30
日
、夜
の
８
時

７
分
に
永
眠
。

　

母
の
死
に
顔
は
、良
寛
に
関

す
る
絵
を
た
く
さ
ん
描
い
た
異

色
の
画
家
・
こ
し
の
千せ

ん

涯が
い

の「
良

寛
和
尚
臨
終
」（
写
真
参
照
）に

描
か
れ
て
い
る
良
寛
の
顔
と
よ

く
似
て
い
ま
し
た
。あ
の
良
寛

さ
ん
も
、母
の
よ
う
な
顔
で
死

ん
で
い
っ
た
の
か
な
あ
と
思
い

ま
し
た
。
葬
儀
は
、母
の
希
望

通
り
、質
素
な
家
族
葬
に
し
ま

し
た
。
花
が
大
好
き
だ
っ
た
母

の
た
め
に
、部
屋
に
白
い
花
を

た
く
さ
ん
飾
り
ま
し
た
。

　

母
の
こ
と
は
こ
れ
だ
け
に
し

て
、良
寛
に
つ
い
て
書
き
ま
す
。

　

良
寛
は
74
歳
で
直
腸
癌
で

死
ん
だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
う
い
う
症
状
を
経
過
し
て
死

に
至
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。
医

学
博
士
の
藤
井
正
宣
が『
良
寛

を
め
ぐ
る
医
師
た
ち
』の
中
で
、

良
寛
の
病
歴
を
現
代
風
に
要
約

し
て
い
ま
す
。

　
「
73
歳
の
男
子
。
腹
痛
、下
痢
、

裏り

急き
ゅ
う

後ご

重じ
ゅ
う（
渋し
ぶ

り
腹
）を
主
症

状
と
し
、一
時
的
に
は
症
状
の

軽
快
消
失
も
認
め
ら
れ
た
。
症

状
の
軽
減
時
に
は
、三
〜
四
里

（
12
〜
16
キ
ロ
）く
ら
い
の
歩

行
も
可
能
と
い
う
ほ
ど
の
体
力

も
あ
り
、発
症
よ
り
五
カ
月
後

ま
で
は
起
居
動
作
に
不
自
由
は

な
か
っ
た
。
発
熱
や
血
便
、粘

血
便
の
有
無
は
不
明
。
一
応
の

対
症
療
法
が
行
わ
れ
た
が
、病

状
は
一
進
一
退
し
、次
第
に
衰

弱
が
加
わ
っ
た
。
症
状
の
発
現

よ
り
五
カ
月
半
く
ら
い
経
た
冬

に
入
っ
て
、症
状
の
急
激
な
増

悪
を
来
し
て
、激
し
い
疝せ
ん

痛つ
う

様

の
腹
痛（
発
作
性
の
間
欠
的
腹

痛
）や
、頻
回
の
下
痢
、並
び
に

裏
急
後
重
に
悩
ま
さ
れ
、全
身

状
態
の
悪
化
を
も
た
ら
し
、そ

の
後
お
お
よ
そ
二
週
間
、つ
ま

り
発
症
よ
り
ち
ょ
う
ど
六
カ
月

の
経
過
で
、つ
い
に
死
亡
し
た
」

　

つ
ぎ
に
、病
気
の
進
行
の
状

態
を
、良
寛
お
よ
び
彼
を
め
ぐ

る
人
々
の
書
簡
や
手
記
に
よ
っ

て
、時
間
の
順
に
見
て
い
き
ま

す
。
良
寛
は
１
８
３
０
年
７
月

に
発
病
し
、翌
年
の
１
月
６
日

午
後
４
時
頃
亡
く
な
り
ま
し

た
。

⑴
７
月
５
日（
弟
の
由ゆ
う

之し

の
日
記

『
山
つ
と
』）

　
「
禅
師
の
き
み
、患わ
ず
ら

ひ
給
ふ
な

り
と
、五
日
の
夜
、人
の
告
げ
し

に
、六
日
の
朝
、鳥
と
と
も
に
出

て
、ま
だ
辰た
つ

の
時（
午
前
８
時

頃
）に
行
き
着
き
て
見
奉
れ
ば
、

さ
せ
る
御
い
た
は
り（
病
気
）な

ら
ね
ば
、物
語
な
ど
し
給
ふ
」

⑵
８
月
16
日（
漢
方
医
の
宗
庵

宛
の
書
簡
）

　
「
宗
庵
老　

昨
夜
丑う

し

時
分

（
午
前
２
時
頃
）丸
薬
を
服
し

候
。
夜
中
、四
た
び
裏う
ら

へ
参
り

候
。
初
め
は
、し
ぶ
り
て
少
々

く
だ
り
、二
、三
度
は
さ
っ
と
く

だ
り
、四
度
め
は
又
少
々
く
だ

り
候
。
腹
い
た
み
、口
の
中
辛か
ら

く
、

且か

つ
酸す

く
候
。
今
朝
は
み
な
よ

ろ
し
く
な
り
候
。
良
寛
」

⑶
12
月
７
日（
良
寛
の
世
話
を

最
後
ま
で
し
て
い
た
木
村
元

右
衛
門
が
、『
北
越
雪
譜
』の
著

者
・
鈴
木
牧
之
に
宛
て
て
書
い

た
手
紙
）

　
「
寛
上
人
様
の
儀
は
、八
月

上
旬
よ
り
ご
不
快
。
痢
病
、未

だ
本
復
に
相
見
え
申
さ
ず
。さ

り
な
が
ら
、ご
歩
行
な
ど
は
ご

自
由
に
御
座
候
へ
ば
、あ
つ
か
ひ

人
を
侍は
べ

り
置
き
候
ほ
ど
の
儀
に

御
座
な
く
候
。ご
存
命
の
う
ち

に
、春
暖
に
も
相
な
り
候
は
ば
、

御
来
駕
待
ち
上
げ
奉
り
候
」

⑷
12
月
25
日（
由
之
の
日
記

『
八
重
菊
』）

　
「
禅
師
の
き
み
、久
し
く
痢
病

を
患
ひ
給
ひ
て
、今
は
頼
り
す

く
な
し
と
聞
き
、お
ど
ろ
き
参

ら
せ
て
、師
走
の
二
十
日
あ
ま

り
五
日
、塩
ね
り
坂
の
雪
を
凌し
の

ぎ
て
も
う
で
し
を
、い
と
い
た

う
喜
び
給
ひ
て
…
…
。

　

書
き
あ
つ
め
給
へ
る
歌
ど
も
、

御
床
の
も
と
に
有
り
し
を
写
せ

し
。

《
あ
づ
さ
弓
春
の
野
に
出
て
若

菜
摘
め
ど
も　

さ
す
竹
の
君
と

摘
ま
ね
ば
籠こ

に
満
た
な
く
に
》

《
ぬ
ば
玉
の
夜
は
す
が
ら
に
屎く
そ

ま
り
あ
か
し　

あ
か
ら
ひ
く
昼

は
厠か
わ
や

に
走
り
あ
へ
な
く
に
》

《
こ
の
夜
ら
の
い
つ
か
明
け
な
む

　

こ
の
夜
ら
の
明
け
は
な
れ
な

ば　

を
み
な
来
て
屎ば
り

を
洗
は
む

　

臥こ

い
転ま
ろ

び
明
か
し
か
ね
け
り

　

長
き
こ
の
夜
を
》

《
言こ
と

に
出
て
言
へ
ば
や
す
け
し

瀉く
だ

り
腹　

ま
こ
と
そ
の
身
は
い

や
堪た

へ
が
た
し
》」

　

急
速
に
衰
弱
し
始
め
た
良

寛
は
、あ
と
10
日
ほ
ど
生
き
続

け
ま
す
。　　
　
　
　
（
つ
づ
く
）

良寛和尚臨終（こしの千涯画）

ぷるるんゼリー

作り方

・紙パック
　果汁ジュース 1ℓ…Ⓐ

・粉ゼラチン 大さじ1…Ⓑ

・文房具用クリップ×1

とっても簡単

暑い盛り。冷やりデザートはいかがでしょうか？
口溶けもよくぷるるんとした仕上りは赤ちゃんからお年寄り
どなたにも喜ばれます♥

●常滑市観光協会常滑支部●

やきもの散歩道やきもの散歩道
大駐車場内大駐車場内

屋台広場
午後5時30分から午後9時30分営業

B級
グルメ

開催日:8月1日㈯・15日㈯

やきもの散歩道
大駐車場内

❶紙パックの上部注ぎ口をていねいに全部あける。
❷①を耐熱マグカップ（200㎖くらい入るもの）に半分注ぎ
　Ⓑをふり入れ10分待つ。
❸②をレンジで2分くらいチンしてⒷを完全にとかす。
❹③にⒶをマグカップ８分目まで注ぎ、さい箸でまぜる。
❺④を①にさい箸でまぜながら注ぎ入れ、紙パック上部を
　クリップなどでとめ、一晩冷蔵庫で冷やす。
❻⑤をスプーンですくい透明なグラスに盛りつける。完成‼

我家では、濃こうな100％オレンジ
ジュースのゼリーが人気ですよ♥

材料



   《
伝
統
的
な

　
　
　

バ
リ
の
村
に
住
む
》    
⑦

　

│
│  

鬱
病
を
も
癒
し
た
、

　
　
　
　

     

田
舎
の
生
活
環
境
②  

│
│

   《
バ
リ
島
の
気
候
は
│
│

     

髙
温
多
湿
と
い
う
け
れ
ど
―
│
》

　

バ
リ
島
の
気
候
は
、ど
の
ガ
イ
ド
・
ブ
ッ

ク
を
見
て
も
、
九
〇
年
代
初
頭
か
ら
続
々

出
版
さ
れ
出
し
た
研
究
者
の
著
書
を
読
ん

で
み
て
も
、
判
で
押
し
た
よ
う
に
「
熱
帯

性
湿
潤
気
候
」（
髙
温
多
湿
）
と
書
か
れ

て
い
る
。

　

私
も
地
図
を
一
瞥べ
つ

す
る
ま
で
も
な
く
、

赤
道
直
下
の
南
半
球
の
小
島
（
南
緯
八
度

三
〇
分
〜
五
〇
分
）
で
あ
れ
ば
、
髙
温
多

湿
の
気
候
は
、
当
然
の
こ
と
と
し
て
、
あ

ま
り
気
に
か
け
る
こ
と
も
な
く
、
そ
れ
な

り
の
旅
の
準
備
を
し
て
、
調
査
に
出
掛
け

た
。
も
う
二
〇
年
近
く
も
、
前
の
こ
と
で

あ
る
。

　

調
査
の
ご
挨
拶
と
お
礼
の
一
品
も
迷
う

こ
と
な
く
、
髙
温
多
湿
の
気
候
に
生
活
す

る
、
島
の
人
々
の
日
常
生
活
に
役
立
つ
よ

う
に
と
、「
タ
オ
ル
の
手
拭
い
」
を
多
数

用
意
し
た
。

　

海
外
旅
行
で
留
意
す
る
こ
と
の
一
つ
は
、

荷
物
の
重
量
制
限
で
あ
る
。
そ
れ
に
つ
け

て
も
、「
タ
オ
ル
手
拭
い
」
は
軽
く
・
嵩か
さ

ば
ら
な
い
し
、
絶
好
の
品
選
び
と
、
自
己

満
足
の
思
い
で
旅
立
っ
た
。

◆

　

案
の
定
│
│
、
学
校
調
査
を
行
っ
た
ウ

ブ
ド
ゥ
村
、
プ
リ
ア
タ
ン
村
は
、
早
朝
か

ら
髙
温
多
湿
│
│
。
と
く
に
、
ア
ン
ケ
ー

ト
の
回
収
の
為
に
、
日
中
各
学
校
を
巡
り

歩
い
た
お
り
は
、
通
訳
兼
案
内
人
の
K

さ
ん
と
私
は
、
帽
子
は
か
ぶ
っ
て
い
た
も

の
の
、
額ひ
た
い

の
み
な
ら
ず
、
全
身
汗
ま
み
れ

│
│
。お
礼
に
用
意
し
た〝
タ
オ
ル
手
拭
い
〞

は
、
私
た
ち
に
も
大お
お

助だ
す

か
り
の
品
だ
っ
た
。

　

こ
の
実
体
験
か
ら
、
研
究
者
の
書
物
の

「
バ
リ
島
の
気
候
は
、
髙
温
多
湿
」
と
い

う
指
摘
に
は
い
や
お
う
な
し
に
納
得
さ
せ

ら
れ
た
。

　

の
ち
ほ
ど
気
づ
い
た
こ
と
で
す
が
、
学

校
巡め

ぐ

り
の
道
す
が
ら
、
観
光
客
は
別
に
し

て
、
こ
の
暑
い
日
中
に
は
、
村
人
の
男
性

誰
れ
一
人
と
も
顔
を
会
わ
せ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
。
知
人
に
尋
ね
て
み
る
と
、
男
性

は
、
庭
の
木
陰
や
屋
内
の
涼
し
い
処
で
、

絵
を
描
い
た
り
、
楽
器
を
楽
し
ん
だ
り
、

ゆ
っ
た
り
昼
寝
を
し
た
り
│
│
、
と
い
う

生
活
。
農
作
業
は
、
早
朝
涼
し
い
時
間
帯

の
〝
朝
め
し
前
〞
に
終
え
る
│
│
と
の
話
。

　

後
日
、
バ
リ
絵
の
画
家
で
あ
り
、
プ
リ

ア
タ
ン
村
の
来
日
公
演
の
経
験
も
あ
る
著

名
な
歌
舞
団
の
ガ
ム
ラ
ン
演
奏
者
で
も
あ

る
O
さ
ん
の
お
宅
を
訪
問
し
た
。

　

日
の
出
ま
も
な
い
早
朝
に
、
ク
ワ
を
担

ぎ
、
篭
を
背
負
い
、
片
手
に
椰
子
の
実
を

か
か
え
、
裏
庭
の
椰
子
の
林
か
ら
も
う

帰
っ
て
こ
ら
れ
た
。
朝
め
し
前
の
涼
し
い

朝
で
あ
る
。

　

軒の
き

先
に
積
み
上
げ
ら
れ
た
椰
子
の
実
を
、

ナ
タ
で
割
り
、
分
厚
い
繊
維
質
の
皮
を
剥

ぎ
、
中
の
白
い
コ
コ
ナ
ッ
ツ
の
層
を
取
り

出
し
、
容
器
に
磨す

り
下
ろ
し
、
コ
コ
ナ
ッ

ツ
・
ミ
ル
ク
を
絞
り
出
す
。
奥
さ
ん
の
朝

食
準
備
の
お
手
伝
い
で
あ
る
。

　

こ
れ
が
、
こ
の
村
の
男
性
の
朝
の
仕
事

の
定
番
だ
と
い
う
。
体
力
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
必
要
と
す
る
作
業
は
、
涼
し
い
内
に
、

男
の
仕
事
│
│
。
汗
を
か
い
た
ら
、
マ
ン

デ
ィ
ー
（
水
浴
）。

　

こ
の
髙
温
多
湿
の
気
候
に
即
し
た
、
村

人
の
〝
巧
み
な
生
活
ぶ
り
〞
に
は
、
し
ば

し
感
服
さ
せ
ら
れ
た
。

　

日
本
か
ら
の
タ
オ
ル
手
拭
い
を
、
お
礼

に
差
し
上
げ
た
。「
ト
ゥ
リ
マ　

カ
シ（
あ

り
が
と
う
）」「
ト
ゥ
リ
マ　

カ
シ　

ス
カ

リ
（
大
変
あ
り
が
と
う
）」
と
、
丁
重
な

謝
辞
を
重
ね
て
頂
き
、〝
髙
温
多
湿
〞
の

蒸
し
暑
さ
も
ど
こ
へ
や
ら
、
爽そ
う

快
な
気
分

に
浸
っ
て
帰
路
に
つ
い
た
。

　

ち
な
み
に
ウ
ブ
ド
ゥ
・
プ
リ
ア
タ
ン
村

の
標
髙
は
約
二
〇
〇
米
。

◆

　

バ
リ
島
の
気
候
を
、「
熱
帯
性
湿
潤
気

候
」と
、紹
介
す
る
研
究
者
の
著
述
は
、「
南

の
海
岸
線
に
近
い
州
都
テ
ン
パ
サ
ー
ル
で

の
気
温
は
、
年
間
を
と
お
し
て
最
髙
が

三
〇
℃
前
後
、
最
低
が
二
三
℃
前
後
、
年

間
降
水
量
は
約
二
〇
〇
ミ
リ
前
後
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
概
し
て
髙
温
多
湿
の
気
候
が

続
く
…
」
と
、
州
都
テ
ン
パ
サ
ー
ル
市
の

気
候
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
バ
リ
島
の
気
候

を
「
熱
帯
性
湿
潤
気
候
」
と
紹
介
し
て
い

る
。　

　

こ
れ
も
一
つ
の
紹
介
の
手
法
か
も
知
れ

な
い
。
事
実
、
東
南
ア
ジ
ア
随
一
の
国
際

観
光
地
バ
リ
島
を
訪
れ
る
観
光
客
や
要
人

の
多
く
が
訪
れ
る
高
級
ホ
テ
ル
や
国
際
会

議
場
な
ど
の
施
設
は
、
国
の
観
光
開
発
政

策
の
「
多
く
の
バ
リ
島
民
の
日
常
生
活
を

乱
さ
な
い
」
と
い
う
理
念
の
も
と
に
、
州

都
テ
ン
パ
サ
ー
ル
や
隣
接
す
る
南
部
ヌ
サ

ド
ゥ
ア
地
区
の
半
島
に
集
中
し
て
い
る
。

　

ま
た
時
を
同
じ
く
し
て
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
の
若
者
を
先
達
に
、
海
外
の
若
者
に

よ
っ
て
、
波
の
髙
い
イ
ン
ド
洋
沿
岸
の
貧

し
い
漁
村
ク
タ
・
レ
ギ
ャ
ン
地
区
に
は
、

国
際
的
な
〝
サ
ー
フ
ァ
ー
・
ビ
ー
チ
ラ
ン

ド
〞に
変
わ
り
、ホ
テ
ル
も
林
立
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
地
域
に
共
通
す
る
バ
リ
島
国

際
観
光
地
の
気
候
は
、
テ
ン
パ
サ
ー
ル
市

同
様
に
、
典
型
的
な
〝
髙
温
多
湿
〞。
国

際
ホ
テ
ル
や
会
議
場
な
ど
の
施
設
は
、
言

う
ま
で
も
な
く
全
館
冷
房
完
備

│
。
そ

こ
に
は
〝
人
工
的
な
快
適
さ
〞
は
あ
っ

て
も
、〝
バ
リ
島
天
然
の
自
然
環
境
〞
は
、

ほ
と
ん
ど
な
い
。

　

ち
な
み
に
、
こ
の
地
域
の
標
髙
は
、
テ

ン
パ
サ
ー
ル
市
五
米
〜
三
十
五
米
。
ヌ
サ

ド
ゥ
ア
地
区
、
五
ツ
星
級
の
ホ
テ
ル
と
併

設
さ
れ
て
い
る
国
際
会
議
場
は
、
全
て

ビ
ー
チ
沿
い
に
建
て
ら
れ
、
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
・
ビ
ー
チ
を
持
つ
ホ
テ
ル
群
で
あ
る
。

こ
の
地
区
の
標
髙
は
、
内
陸
で
も
高
く
て

四
〜
五
米
。
ク
タ
ビ
ー
チ
は
、
一
米
内
外
。

海
岸
に
建
て
ら
れ
た
「
ウ
ン
グ
ラ
ラ
イ
国

際
空
港
」
の
滑
走
路
も
一
〜
四
米
。

   《
標
高
に
こ
だ
わ
っ
て

         

多
く
の〝
バ
リ
島
民
の

                 　

居
住
地
〞を
み
る
》

（
10
号
地
図
参
照
）

　

私
が
勝
手
に
〝
快
適
な
気
候
の
村
〞
と

銘
う
っ
た
私
た
ち
が
滞
在
す
る
村
は
、
今

ま
で
も
た
び
た
び
書
き
綴
っ
て
き
た
よ
う

に
、
空
港
か
ら
一
時
間
半
ほ
ど
北
西
に
駆

け
上
が
っ
た
バ
ト
ゥ
カ
ウ
山
麓
の
農
村

（
標
髙
四
四
八
〜
五
一
八
米
）。
こ
の
道み

ち

程の
り

で
空
気
が
澄
ん
で
涼
し
く
な
る
地
点
は
、

い
つ
も
決
ま
っ
て
い
る
。
島
内
唯
一
の
渓

谷
沿
い
の
温
泉
を
過
ぎ
た
地
点
（
標
髙
約

三
二
〇
米
）。
北
欧
の
観
光
客
も
時
々
訪

れ
る
と
言
う
。

　

私
が
妻
の
紹
介
で
訪
れ
、〝
快
適
な
気

候
〞
を
体
感
し
た
、
多
く
の
バ
リ
島
民
の

居
住
地
の
標
髙
を
改
め
て
調
べ
て
み
る
と

共
通
し
て
全
て
三
〇
〇
〜
六
、七
〇
〇
米

の
範
囲
内
。
共
に
古
い
歴
史
を
も
っ
た
地

域
で
あ
る
。

　

10
世
紀
〜
14
世
紀
に
栄
え
た
聖
な
る
泉

の
湧
く
寺
テ
イ
ル
タ
エ
ン
プ
ル
寺
院
、
山

の
岩
肌
に
大
き
く
彫
刻
さ
れ
た
王
家
の
墓

が
並
ぶ
、
グ
ヌ
ン
カ
ウ
イ
寺
院
は
、
今
も

多
く
の
島
民
の
崇
拝
の
的
に
な
っ
て
い
る
。 　

こ
の
二
つ
の
古
寺
の
あ
る
タ
ン
パ
ク
シ

リ
ン
村
（
標
髙
五
一
八
〜
五
四
六
米
）
の

髙
台
に
は
、
故
ス
ハ
ル
ト
大
統
領
の
別
荘

が
建
て
ら
れ
、
バ
リ
島
の
〝
自
然
環
境
の

快
適
さ
〞
の
シ
ン
ボ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

バ
リ
島
民
の
大
多
数
は
、
こ
の
よ
う
に
、

〝
快
適
な
気
候
〞
と
い
う
〝
自
然
の
恵
み
〞

に
ム﹅

﹅

﹅

﹅

﹅

ラ
ガ
ッ
テ
、
活い

き
活い

き
と
生
活
を
楽

し
ん
で
い
る
。

　

私
も
寺
院
の
お
み
や
げ
と
し
て
、
老
人

や
若
者
が
彫
刻
し
て
い
た
、
椰
子
の
実
の

ラ
ン
プ
シ
ェ
イ
ド
を
入
手
し
、
バ
リ
島
民

の
楽
し
み
の〝
お
裾
分
け
〞に
預
か
り
、〝
快

適
な
気
分
〞
に
今
だ
に
浸
っ
て
い
る
。

（３）　平成21年８月１日 第 252 号 
愛
知
県
立
大
学
名
誉
教
授

山
田
山
田
正
敏
正
敏

『
バ
リ
島  
行
っ
た
り
来
た
り
』   

⒇

古代伝説が彫り込められている
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̶̶ 年中無休でお手伝い。̶ ̶

改元屋本店　常滑西小学校北
☎0569‐35‐2356

《 姉 妹 店 》

知多郡武豊二ツ峯380
TEL0569-73-6341

㈱

（有）

知多の
新鮮たまご
発酵ケイフン

さわやかライフを応援します。

ドラッグつるみ屋

趣味の呉服・婦人洋品・ギフト

ガラス用フィルム施工店

信用と技術の店

武豊町桜ヶ丘3－20
TEL〈0569〉73－0050

清 左 商 店
和洋酒・贈答品の

常滑市市場町6‐102
TEL（0569）35‐2302

常滑市神明町4丁目
301番地
TEL 0569-44-1212
http://2626aozora.com/

各種宴会予約
承ります。（40名迄）

常滑市樽水町１‐１４１‐２
TEL〈０５６９〉３５‐６６２８
常滑市鯉江本町５‐１６８‐２
TEL〈０５６９〉３４‐８８１５
常 滑 市 新 田 町５‐８１
TEL〈０５６９〉４３‐７７７８

タ ル ミ 店
　　　　　
willセラ店

鬼 崎 店

常滑市栄町７ー７３

3mの
コーヒー、お茶の
無料サービス！　

全国卸から贈答品･記念品･小売まで

常滑市奥条7丁目56番地
ピアゴ南500m（奥条7丁目交差点角）
☎〈0569〉35－3233（代表）
☎〈0569〉35－2789（夜間）

URL http://www.tac-net.ne.jp/̃yamatane/

常滑市奥条7丁目56番地
ピアゴ南500m（奥条7丁目交差点角）
☎〈0569〉35－3233（代表）

35－2789（夜間）
URL http://www.tac-net.ne.jp/̃yamatane/

常滑市樽水町１丁目７０番地（朝市前）
ＴＥＬ（０５６９）３４－４１０７
ＦＡＸ（０５６９）３４－８２１６

花の店

花　菊

常滑市かじま台1-154
TEL0569-35-4736
営業／AM9時～PM9時

年中無休

武豊町祠峯2丁目55番地
TEL（0569）73-8910
FAX（0569）73-9010

配達・設置・接続・説明のフルサービス付

満足を売る店

（有）常滑電化センター
常滑市栄町
1丁目91番地
☎（0569）
34-6600

●
パ
チ
ン
コ

●
パ
チ
ン
コ

●
名
古
屋

ト
ヨ
ペ
ッ
ト

●
陶
磁
会
館

●
サ
ー
ク
ル
K

サ
ー
ク
ル
K

●
サ
ー
ク
ル
K●

市
役
所

●
消
防
署

●
警
察
署

警
察
署

●
警
察
署

三
菱
東
京

U
F
J
銀
行

三
菱
東
京

U
F
J
銀
行

●

ピ
ア
ゴ

常
滑
店

常
滑

郵
便
局●

至
知
多
半
島

横
断
道
路
入
口

P

●

N

各種整体オステオパシー

午前 7：00～12：00
午後 2：00～ 7：00
休日 第2・4日曜日

◆受付時間◆

礒谷式力学療法
イ ソ 　ガ イ

電話予約してからご来館下さい
☎（0569）35‐3207
常滑市原松町2丁目191‐2（常滑幼稚園うら）

予約制

おいしくて、ヘルシー
おとうふ料理

まめ　　  ぞう

とこなめ店
豆蔵

常滑焼　（株）まるふく内

月替わり定食、ランチ等
石川のおとうふ、販売しています（まるふく内）

営業時間　AM8：00～PM5：00
年中無休、ランチ等予約承ります

TEL　0569-35-7228

TEL（0569）35-2069

常時振袖、訪問着などを
豊富に取りそろえています。

庭甲造園
〒479-0828 愛知県常滑市市場町3-16

TEL・FAX0569-35-2340

パ ニ パ ニ 大高店
メリービーンズ八事店
メリービーンズ半田店
メリービーンズ有松店

イ オ ン 大 高 S C 3F
ジャスコシティ八事 3F
ジ ャ ス コ 半 田 店 1F
イ オ ン 有 松 S C 2F

睡眠環境アドバイザー　長田國元

日干し・水洗いのできる羽ふとん

〒479‐0827  常滑市保示町1‐135
TEL0569‐35‐2593   定休日  月曜日

０１２０‐３５‐２５９３

〒479-0056 常滑市字椎垂木8番地
TEL.0569-36-3570

常滑インター店

〒479-0842 常滑市大鳥町5丁目27番
TEL.0569-34-8311

常滑大鳥町店

おいしいぜんざい始めました

営業時間／AM8:30～PM5:30
定 休 日／月曜日
〒470-2347 愛知県知多郡武豊町道崎55
TEL＆FAX.0569-73-7883
URL http://www.taketoyo-sci.or.jp/yumenokura/index.html

緑ある、あなたの住まいを
明るく、美しく
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TEL〈0569〉35-7333
松下電工のリファインショップ

●●

電動ロクロクロコロコース始ース始めました。親切親切、丁寧に指導丁寧に指導いたします。電動ロクロコース始めました。親切、丁寧に指導いたします。

大駐車場完備大駐車場完備
〒479-0832　〒479-0832　愛知県常滑市松原町愛知県常滑市松原町6丁目6番地の1丁目6番地の1

【施設のご案内】【施設のご案内】

TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:30AM9:00～PM5:30

【施設のご案内】

●P大駐車場完備
〒479-0832　愛知県常滑市原松町6丁目66番地の1
TEL〈0569〉35-2209　FAX〈0569〉34-5745
●年中無休  ●営業時間　AM9:00～PM5:00

まるふくまるふく
　1F●やきもの展示即売　1F●やきもの展示即売
               ●『おとうふ工房 いしかわ』『おとうふ工房 いしかわ』
　　　　　　　とうふ、パン、きらずあげ等 販売とうふ、パン、きらずあげ等 販売
　2F●１１０名の陶芸教室　2F●１１０名の陶芸教室
　 ●電動ロクロコース 絵付け 手ひねり等●電動ロクロコース 絵付け 手ひねり等
セピカセピカ
　1F●やきものギャラリー セピカ　1F●やきものギャラリー セピカ
　　　　　　　　月2回 個展開催月2回 個展開催

まるふく
　1F●やきもの展示即売
        ●『おとうふ工房 いしかわ』
　　　　とうふ、パン、きらずあげ等 販売
　2F●１１０名の陶芸教室
　 ●電動ロクロコース 絵付け 手ひねり等
セピカ
　1F●やきものギャラリー セピカ
　　　　月2回 個展開催

グループ会社
プリ・テック株式会社●プリテックメディア株式会社●トーヨー印刷株式会社

〒475-0032　愛知県半田市潮干町1番地の21　
　　　　　　TEL〈0569〉29-2525（代）
　　　　　　FAX〈0569〉29-4500
　　　　　　URL http://www.handa-cp.co.jp
　　　　　　E-mail main@handa-cp.co.jp

知多四国めぐり
関連書籍販売しています

知多四国めぐり
関連書籍販売しています

知多四国めぐり
関連書籍
販売しています

☎（0569）35‐0215

中国料理

愛知県常滑市北条1丁目4番地

営業時間：11：30～14：00
17：00～22：00

定 休 日：月曜日（祝日の場合翌日振替）

－KAE

常滑市仲井20-3番地

快適住まいのリフォーム

プランニング・デザイン・総合印刷・オンデマンドデジタル印刷・
可変データ印刷PDF高速データ変換・
CD-ROM作成・Data Base･CG制作

クール便で地方発送承ります。 TEL0569（34）8820

武豊町祠峯（アオキスーパー南隣）
☎（0569）73－6548

営業時間／AM7：00～PM7：00

〒479‐0043  常滑市古社23‐6
ご注文・ご相談ぜひお電話下さい

TEL&FAX 0569‐34‐8881

見世　   広場　    工房
SHOP   PLAZA   LABO

画廊　　　　市場　
GALLERY   MARKET

〒479‐0003　愛知県常滑市金山字上砂原123　とこなめ焼卸団地
TEL0569－43－7101　　FAX0569－43－7104

サロンド東京
名 城 商 事
株式会社

タオル・繊維製品　総 合 卸

名古屋市中川区松葉町４丁目57番地
TEL（052）362‐1531㈹

美  容

常滑市市場町6丁目105
定休日/毎週月曜・火曜

TEL0569-34-6508
FAX0569-34-6508

メンズ カット パーマ
    ＆ レディス カット パーマ
　　ロット巻コンクール優勝の店

6,0006,000

〒462-0041 名古屋市北区浪打町2-101-2
　　　　　　 メゾン浪打102
TEL〈052〉918-8017

ミニストップは
「健康・安心・便利」をお届けします。

武豊高校東店
武豊町ヲヲガケ28-1
0569-73-2170

66

冷菓・笹団子はいかがですか。冷菓・笹団子はいかがですか。冷菓・笹団子はいかがですか。

本店（陶磁器会館すぐ、無休）
☎0569－35－2644

セラモール店（無休）
☎0569－43－7123

散歩道店
やきもの散歩道Aコース⑮と⑯の間

TEL：080-6960-3811

やきもの散歩道Aコース⑮番
TEL：080-5100-1591

縁集工房 和
なごみ
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タ
ツ・
オ
ザ
ワ
さ
ん
の

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
を
主
催
し
て

　

N
H
K
で
も
紹
介
さ
れ
た
肖
像
写
真
家
の
タ
ツ
・

オ
ザ
ワ
さ
ん
か
ら「
見
た
目
を
９
割
上
げ
る
写
真
活

用
術
」の
出
版
を
記
念
し
て
、出
版
記
念
セ
ミ
ナ
ー
を

２
０
０
９
年
７
月
７
日
の
夜
に
、東
京
の
国
際
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
行
い
ま
す
と
い
う
お
知
ら
せ
が
来
た
。
私
が
早

速
申
し
込
ん
だ
と
こ
ろ
、タ
ツ
さ
ん
か
ら
、「
皆
さ
ん
が

出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
と
ど
う
も
勘
違
い
を
し
て
い
る
よ

う
な
の
で
、出
版
記
念
セ
ミ
ナ
ー
と
は
別
に
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
の
主
催
を
し
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん
か
？
」と
い

う
依
頼
の
電
話
が
あ
っ
た
。も
ち
ろ
ん
O
K
し
た
の
だ

が
、問
題
は
会
場
だ
！
７
月
７
日
と
言
え
ば
七
夕
で
、早

く
会
場
を
押
さ
え
な
い
と
ど
こ
の
会
場
も
い
っ
ぱ
い
に
な

る
お
そ
れ
が
あ
る
。そ
こ
で
、友
人
の
田
村
修
一
さ
ん（
商

社
マ
ン
）、齋
藤
正
明
さ
ん（「
会
社
人
生
の
智
恵
は
す
べ

て
マ
グ
ロ
船
で
学
ん
だ
」の
著
者
）に
頼
ん
で
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
の
ス
タ
ッ
フ
に
な
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。

さ
っ
そ
く
会
場
探
し
が
始
ま
っ
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

検
索
を
掛
け
て
み
た
と
こ
ろ
、東
京
は
銀
座
駅
の
す
ぐ

近
く
に
良
さ
そ
う
な
パ
ー
テ
ィ
会
場
を
見
つ
け
た
。そ
れ

も
飲
み
放
題
付
き
で
５
、０
０
０
円
、１
０
０
名
収
容

の
お
し
ゃ
れ
な
フ
レ
ン
チ
ダ
イ
ニ
ン
グ
だ
っ
た
。

　

タ
ツ
・
オ
ザ
ワ
さ
ん
の
事
務
所
に
３
人
で
打
ち
合
わ
せ

に
行
き
、他
の
会
場
も
検
索
し
て
み
た
が
、や
は
り
こ
の

会
場
が
よ
さ
そ
う
だ
。
問
題
は
７
月
７
日
が
空
い
て
い

る
か
ど
う
か
で
あ
る
。運
良
く
空
い
て
い
た
が
、ミ
ニ
マ
ム

（
最
低
保
証
人
数
）が
50
名
か
ら
と
結
構
き
つ
い
。つ
ま

り
50
名
集
ま
ら
な
く
て
も
、50
名
分
の
料
金
を
払
う
こ

と
が
条
件
に
な
っ
て
い
る
。リ
ス
ク
を
避
け
る
た
め
、と

り
あ
え
ず
、同
じ
店
の
狭
い
ほ
う
の
会
場（
30
名
収
容
）

の
ほ
う
を
予
約
し
た
。

　

打
ち
合
わ
せ
が
無
事
終
了
し
、会
場
の
下
見（
味
見
）

に
出
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
だ
が
、タ
ツ
・
オ
ザ
ワ
さ
ん

が
用
事
が
あ
っ
た
た
め
、３
人
で
出
か
け
た
。

　

初
め
て
お
店
に
行
っ
た
の
だ
が
、夜
の
せ
い
も
あ
り
、

地
図
を
手
に
し
て
、電
話
で
聞
い
て
も
な
か
な
か
た
ど
り

着
か
な
い
。こ
れ
は
、当
日
の
誘
導
が
必
ず
必
要
に
な
る

と
思
っ
た
。

　

無
事
、お
店
に
つ
い
て
、下
見
。お
店
は
10
F
と
９
F

の
2
フ
ロ
ア
あ
り
、10
F
は
１
０
０
名
収
容
で
き
る
広

い
空
間
で
、天
井
も
高
く
、床
は
総
大
理
石
、天
井
に
は

シ
ャ
ン
デ
リ
ア
が
眩
し
い
ほ
ど
だ
。

　

会
場
は
素
敵
だ
が
、銀
座
で
、こ
の
値
段
で
、ど
ん
な

も
の
が
出
て
く
る
の
か
心
配
で
、コ
ー
ス
を
注
文
し
て
み

た
。

　

高
級
な
レ
ス
ト
ラ
ン
で
出
て
く
る
よ
う
な
ま
と
も
な

（
失
礼
！
）お
皿
に
、出
て
き
た
の
は
フ
レ
ン
チ
。
味
は

な
か
な
か
い
け
る
。こ
れ
で
、実
際
は
飲
み
放
題
付
き
で

５
、０
０
０
円
な
の
で
、東
京
の
銀
座
で
パ
ー
テ
ィ
で
あ

れ
ば
か
な
り
安
い
ほ
う
で
あ
る
。
取
り
敢
え
ず
、コ
ー
ス

を
全
部
食
べ
て
み
た
。
食
べ
終
わ
っ
て
か
ら
、９
F（
下
の

階
）に
あ
る
、狭
い
方
の
個
室
群
を
見
て
回
る
。
悪
く
は

な
い
が
10
F（
上
の
階
）に
比
べ
る
と
、か
な
り
天
井
が
低

く
圧
迫
感
が
あ
る
感
じ
が
す
る
。で
も
、こ
こ
は
人
数
次

第
な
の
で
、予
約
は
30
名
は
い
る
個
室
に
し
た
ま
ま
で
お

店
を
あ
と
に
し
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
の
告
知
と
集
客
が
始
ま
っ
た
。
20
名
く
ら
い

か
ら
な
か
な
か
増
え
な
い
。タ
ツ
さ
ん
が
忙
し
く
て
、顧

客
に
お
知
ら
せ
が
で
き
な
い
か
ら
だ
っ
た
。そ
れ
で
も

徐
々
に
増
え
、30
名
に
は
な
っ
た
。こ
こ
で
ど
う
す
る
か

決
断
の
と
き
が
き
た
。
日
本
舞
踊
を
踊
り
た
い
と
い
う

人
か
ら
メ
ー
ル
が
来
て
や
り
と
り
を
す
る
。
畳
半
畳
の

ス
ペ
ー
ス
が
あ
れ
ば
、充
分
と
の
こ
と
、但
し
、天
井
が

低
く
て
、９
F
（
下
の
階
）の
個
室
で
は
ち
ょ
っ
と
可
哀
想
。

も
う
一
つ
は
、幅
健
一
さ
ん（
ヤ
マ
タ
ミ
音
響
技
研
の
日

本
法
人
の
社
長
）が
和
紙
の
ス
ピ
ー
カ
ー
を
持
ち
込
ん

で
皆
さ
ん
に
音
の
良
さ
を
披
露
し
た
い
と
い
う
。

　

交
渉
し
て
み
た
の
だ
が
、９
F
（
下
の
階
）の
個
室
で

は
仕
切
っ
て
あ
る
だ
け
な
の
で
、音
が
漏
れ
る
た
め
、和

紙
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
持
ち
込
み
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ

た
。

　

日
本
舞
踊
を
披
露
し
て
も
ら
う
の
も
、天
井
が
低
く

て
は
可
哀
想
だ
し
、第
一
、下
の
階
の
個
室
で
は
肝
心
の

和
紙
の
ス
ピ
ー
カ
ー
の
持
ち
込
み
が
で
き
な
い
。そ
こ
で
、

決
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　

よ
し
、50
名（
ミ
ニ
マ
ム
）の
会
場（
10
F
の
１
０
０
名

収
容
）に
変
更
し
よ
う
。タ
ツ
さ
ん
に
電
話
し
て
、「
も
し
、

30
名
し
か
集
ま
ら
な
い
ま
ま
だ
っ
た
ら
、そ
の
分
の
リ
ス

ク
は
私
が
負
い
ま
す
の
で
、１
０
０
名
の
会
場
に
変
更
さ

せ
て
く
だ
さ
い
！
」と
電
話
で
お
願
い
し
た
。タ
ツ
さ
ん

は
少
し
び
っ
く
り
し
た
よ
う
だ
っ
た
が
、「
そ
れ
で

は
申
し
訳
な
い
の
で
、皆
で
負
担
す
れ
ば
い

い
じ
ゃ
な
い
で
す
か
！
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て

く
だ
さ
っ
た
。だ
が
、私
が
主
催
者
な

の
で
、す
べ
て
の
責
任
を
負
う
義
務

が
あ
る
た
め
、そ
こ
は
私
ひ
と
り
で

リ
ス
ク
を
負
う
こ
と
で
、タ
ツ
さ
ん

の
あ
り
が
た
い
お
申
し
出
を
振
り

切
っ
た
。そ
れ
以
降
と
い
う
も
の
、タ

ツ
さ
ん
が
本
腰
を
入
れ
て
、お
知
ら
せ

と
お
誘
い
の
メ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
り
、

私
も
友
人
・
知
人
・
初
め
て
逢
っ
た
方
に
も
お
誘
い

し
て
、ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
っ
た
。
最
終
的
に
は
70
名
近

く
の
人
が
タ
ツ
・
オ
ザ
ワ
さ
ん
の
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ
に

参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

パ
ー
テ
ィ
に
は
東
洋
経
済
新
報
社
か
ら
ご
担
当
編
集

者
の
中
村
実
さ
ん
が
素
敵
な
お
花
の
ア
レ
ン
ジ
を
持
っ

て
駆
け
つ
け
て
く
だ
さ
っ
た
。も
ち
ろ
ん
、中
村
実
さ
ん

に
は
乾
杯
の
音
頭
を
取
っ
て
い
た
だ
い
た
。ス
ピ
ー
チ
の

中
で
、「
こ
ん
な
す
ご
い
会
場
で
、ま
さ
か
こ
ん
な
に
た
く

さ
ん
の
方
が
パ
ー
テ
ィ
に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
と
は
思
っ

て
も
み
ま
せ
ん
で
し
た
。こ
ん
な
ラ
フ
な
格
好
を
し
て
き

て
す
み
ま
せ
ん
」と
お
っ
し
ゃ
っ
て
実
に
嬉
し
そ
う
に
し

て
い
ら
し
た
。
東
洋
経
済
新
報
社
の
編
集
者
で
あ
る
中

村
実
さ
ん
に
は
他
の
本
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
お
世
話

に
な
っ
て
い
る
が
、大
変
厳
し
い
方
だ
と
知
っ
て
い
る
。そ

の
方
の
本
当
に
嬉
し
そ
う
な
顔
を
初
め
て
み
た
気
が
す

る
。ま
た
、タ
ツ
さ
ん
の
古
く
か
ら
の
友
人
が
壇
上
で
、タ

ツ
さ
ん
か
ら
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
と
き
に
、「
タ
ツ

さ
ん
の
こ
と
は
９
年
前
か
ら
知
っ
て
い
ま
す
が
、あ
の
頃

の
タ
ツ
さ
ん
は
全
く
食
え
ま
せ
ん
で
し
た
。タ
ツ
さ
ん
が
、

（
今
で
は
）こ
ん
な
盛
大
な
パ
ー
テ
ィ
を
ひ
ら
け
る
よ
う

に
な
っ
た
か
と
思
う
と
感
慨
無
量
で
す
」と
お
っ
し
ゃ
っ

て
い
た
。
私
は
タ
ツ
さ
ん
の
た
め
に
出
版
記
念
パ
ー
テ
ィ

を
開
い
た
つ
も
り
で
い
た
が
、実
は
そ
う
で
は
な
か
っ
た

こ
と
に
気
が
つ
い
た
。

　

編
集
者
の
中
村
実
さ
ん
、そ
し
て
喜
ん
で
く
れ
る
タ

ツ
さ
ん
の
ご
友
人
の
方
、み
ん
な
に
と
っ
て
、こ
れ
は
と
て

も
嬉
し
い
イ
ベ
ン
ト
な
の
だ
。
特
に
編
集
者
に
と
っ
て
は
、

自
分
の
編
集
し
た
本
は
自
分
の
子
供
の
よ
う
に
か
わ
い

い
は
ず
だ
。ま
た
自
分
が
編
集
し
た
本
の
た
め
に
開
か

れ
る
パ
ー
テ
ィ
が
こ
ん
な
に
盛
会
で
、ひ
と
き
わ
感
激
し

て
い
た
に
違
い
な
い
！

　

あ
ま
り
深
く
考
え
な
い
で
、こ
の
タ
ツ
さ
ん
の
出
版

記
念
パ
ー
テ
ィ
を
主
催
し
た
私
だ
っ
た
が
、予
想
以
上
に
、

皆
さ
ん
が
喜
ん
で
く
だ
さ
っ
て
本
当
に
よ
か
っ
た
と
思
っ

て
い
る
。

　

パ
ー
テ
ィ
が
お
開
き
に
な
り
、ス
タ
ッ
フ
だ
け
で
近
く

の
店
で
打
ち
上
げ
を
お
こ
な
っ

た
と
き
、
タ
ツ

さ
ん
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
。「
い
や
ぁ
、も
し
、50
名
集
ま
ら

な
い
と
き
の
リ
ス
ク
は
、私
が
全
て
負
担
し
ま
す
と
言

わ
れ
た
時
は
、（
ま
さ
に
）男
だ
！
と
思
っ
た
」と
。
最
近

は
女
で
も
男
で
も
、リ
ス
ク
を
負
う
場
面
が
増
え
て
い
る

の
で
、特
に
リ
ー
ダ
ー
に
は
そ
う
い
う
こ
と
は
珍
し
く
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
但
し
、友
人
に
頼
ま
れ
た
出
版
記
念

パ
ー
テ
ィ
の
リ
ス
ク
を
わ
ざ
わ
ざ
負
う
の
は
珍
し
い
だ

ろ
う
。
私
で
す
ら
、最
初
は
、ミ
ニ
マ
ム（
最
低
保
証
人

数
）な
ど
と
言
わ
れ
な
い
、居
酒
屋
に
し
よ
う
か
と
思
っ

て
い
た
く
ら
い
だ
か
ら
・
・
・
笑
。し
か
し
な
が
ら
、タ
ツ

さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
、「
人
間
は
リ
ス
ク
を
負
う
と
大
き

く
変
わ
る
」の
だ
そ
う
で
あ
る
。タ
ツ
さ
ん
は
リ
ス
ク
を

負
う
こ
と
で
、大
き
く
飛
躍
し
た
人
を
何
人
も
知
っ
て
い

る
と
い
う
。

　

実
際
、私
は
こ
の
リ
ス
ク
を
負
っ
て
も
何
も
起
こ
ら
な

い（
笑
）と
思
っ
て
い
た
ら
、そ
う
で
は
な
か
っ
た
。
自
分

自
身
が
本
の
取
材
に
回
っ
て
い
る
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

逆
に
、雑
誌
の
編
集
者
か
ら
取
材
の
申
し
込
み
が
あ
っ
た

り
、人
物
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
掲
載
し
た
い
の
で
、許
可
を

い
た
だ
き
た
い
な
ど
と
い
う
お
申
し
出
を
い
た
だ
い
た

り
と
状
況
が
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
き
て
い
る
。
実
に
不

思
議
な
感
じ
だ
が
、こ
れ
も
私
が
リ
ス
ク
を
負
っ
た
か
ら

な
の
だ
ろ
う
か
。

二
宮
尊
徳
が
今
、熱
い
！

二
宮
尊
徳（
通
称
：
二
宮
金
次
郎
）が

注
目
を
俗
び
て
い
る
わ
け

●
戦
後
は
、戦
前
の
反
動
で
こ
ん
な
こ
と
に
！

　

戦
時
中
、国
威
発
揚
の
た
め
、二
宮
尊
徳
の
思
想
の
一
部

（
勤
勉
・
節
約
）の
み
が
強
調
さ
れ
軍
事
教
育
に
利
用
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、戦
後
は
そ
の
反
省
と
い
う
か
反

動
も
あ
り
、名
前
を
出
す
こ
と
も
は
ば
か
ら
れ
る
状
態
が

続
い
た
。

●
二
宮
尊
徳
は
実
は
事
業
家

　

勤
勉
・
節
約
の
面
の
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
二
宮
尊
徳

だ
が
、実
は
そ
れ
だ
け
で
な
く
、全
国
の
農
地
の
開
拓
や
、

藩
の
立
て
直
し
を
驚
く
ほ
ど
の
数
を
実
施
し
た
、す
ご
い

事
業
家
で
、数
字
を
重
視
し
、譲
る
と
い
う
こ
と
の
大
切
さ

を
説
い
た
偉
人
で
あ
る
。

●
二
宮
尊
徳
の
銅
像

　

報
徳
博
物
館
の
館
長
の
話
に
よ
る
と
、二
宮
尊
徳
の
銅

像
は
全
国
の
小
学
校
に
あ
る
が
、こ
れ
は
国
が
強
制
し
て

建
て
さ
せ
た
も
の
で
な
く
、各
小
学
校
が
自
発
的
に
建
て

た
も
の
な
の
だ
と
か
。

●
中
国
で
は
、と
て
も
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
！

　

中
国
で
は
今
、逆
に
二
宮
尊
徳
の
思
想
に
注
目
が
集
ま

り
、中
国
を
代
表
す
る
大
学
で
研
究
が
進
ん
で
い
る
そ
う

で
あ
る
。
二
宮
尊
徳
の
思
想
を
研
究
す
る
た
め
に
、日
本

に
や
っ
て
く
る
留
学
生
も
い
る
と
か
。

●
二
宮
尊
徳
記
念
館
と
報
徳
博
物
館

　

二
宮
尊
徳
記
念
館
は
市
の
運
営
・
管
理
下
に
あ
り
、そ

れ
と
は
別
に
、報
徳
博
物
館（
二
宮
尊
徳
の
博
物
館
）と
い

う
の
が
あ
る
。
場
所
も
か
な
り
離
れ
て
い
る
の
だ
が
、紛
ら

わ
し
い
の
で
、行
か
れ
る
際
は
、内
容
や
展
示
の
違
い
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
確
認
し
て
行
か
れ
る
こ
と
を
オ
ス
ス
メ

す
る
。

福
島
正
伸
先
生
の

「
究
極
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

養
成
講
座
」を
受
講
し
て

　

今
、福
島
正
伸
先
生
の
究
極
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
養

成
講
座
を
受
け
て
い
る
。
私
は
第
４
期
生
な
の
だ
が
、

福
島
先
生
の
話
は
毎
回
泣
け
る
。
講
義
な
の
だ
が
語
り

部
の
よ
う
に
、コ
ン
サ
ル
に
行
っ
た
時
の
話
を
さ
れ
る
。

　

福
島
先
生
と
そ
の
受
講
生
つ
ま
り
私
た
ち
が
目
指
す

と
こ
ろ
は
、教
え
な
く
て
も
、無
理
に
や
ら
せ
な
く
て
も

自
主
的
に
行
動
で
き
る
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
育
て
る
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
に
な
る
こ
と
だ
。

　

ま
た
、こ
こ
の
卒
業
生
は
メ
ン
タ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
と
い
う

同
窓
組
織
に
入
る
こ
と
が
で
き
、ず
っ
と
交
流
を
続
け
、

お
互
い
を
た
す
け
、勉
強
会
を
継
続
す
る
と
い
う
の
が
、

こ
の
講
座
の
売
り
で
あ
る
。

　

再
受
講
生
も
凄
く
多
く
、卒
業（
６
回
で
約
６
ケ
月
）

し
て
も
、ま
た
入
っ
て
く
る
と
い
う
熱
心
な
人
が
い
る
。

１
期
か
ら
４
期
ま
で
続
け
て
受
講
し
続
け
て
い
る
人
も

い
る
の
に
は
驚
か
さ
れ
る
。

　

福
島
先
生
は
重
要
な
コ
ン
サ
ル
の
事
例
は
何
度
も
繰

り
返
し
話
を
さ
れ
る
の
だ
が
、こ
れ
が
不
思
議
と
飽
き

な
い
、何
度
聞
い
て
も
泣
け
る
。こ
れ
が
再
受
講
生
が
多

い
理
由
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

再
受
講
生
は
グ
ル
ー
プ
に
な
る
だ
け
一
人
は
入
れ
る

よ
う
に
し
て
あ
り
、何
か
と
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ
る
。

　

私
は
ち
な
み
に
、自
己
紹
介
に
世
話
好
き
と
書
い
た

た
め
に
リ
ー
ダ
ー
に
指
名
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
が
、私

が
で
き
な
い
と
き
、大
変
そ
う
な
と
き
は
、そ
の
再
受
講

生
の
方
が
代
わ
り
に
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
を
や
っ
て
く
れ

て
本
当
に
び
っ
く
り
し
た
。ど
ち
ら
が
リ
ー
ダ
ー
か
分

か
ら
な
く
な
る
の
で
、し
っ
か
り
し
な
け
れ
ば
と
思
っ
た

く
ら
い
で
あ
る
。

　

宿
題
が
毎
回
出
る
の
も
結
構
大
変
だ
。こ
れ
は
各
自

が
リ
ー
ダ
ー
に
メ
ー
ル
で
宿
題
を
送
っ
て
き
て
、そ
れ
を

リ
ー
ダ
ー
が
指
定
の
エ
ク
セ
ル
の
フ
ァ
イ
ル
に
貼
り
付

け
て
、事
務
局
に
送
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
る
。

　

宿
題
ご
と
に
エ
ク
セ
ル
の
フ
ァ
イ
ル
も
分
か
れ
て
い

て
、か
つ
懇
親
会
の
出
欠
も
こ
れ
で
や
っ
て
は
と
提
案
し

た
ら
、い
い
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
、と

ば
か
り
早
速
エ
ク
セ
ル
の
フ
ァ
イ
ル
を
事
務
局
が
追
加

で
送
っ
て
き
た
。

　

今
ま
で
は
宿
題
を
全
員
が
こ
な
す
こ
と
は
な
か
っ
た

よ
う
だ
。そ
れ
は
各
自
の
事
情
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

た
だ
し
、今
回
か
ら
は
子
供
の
よ
う
に
、ご
褒
美
が
も

ら
え
る
こ
と
に
な
っ
た
ら
、初
め
て
48
名
全
員
が
提
出

し
た
の
だ
と
主
催
者
が
喜
ん
で
い
た
！
大
人
に
な
っ
て

も
ご
褒
美
に
は
弱
い
で
す
ね
！
特
に
宿
題
の
ご
褒
美
に

は
・
・
・（
笑
）。

　

こ
の
ご
褒
美
、前
回
の
第
一
回
目
は
福
島
先
生
が

作
っ
た
経
営
用
語
辞
典
、今
回
の
第
二
回
目
は
福
島
先

生
特
製
の
シ
ー
ル
だ
。

　

こ
の
ご
褒
美
を
も
ら
う
に
は
難
関
で
、そ
れ
は
、グ

ル
ー
プ
全
員
が
宿
題
を
提
出
し
な
い
と
、グ
ル
ー
プ
の

誰
一
人
と
し
て
も
ら
え
な
い
と
い
う
仕
組
み
に
な
っ
て

い
る
こ
と
で
あ
る
。こ
れ
は
頭
が
痛
い
と
い
う
か
、連
帯

責
任
だ
か
ら
だ
。
提
出
が
遅
れ
る
人
に
は
皆
冷
や
冷
や

す
る
し
、こ
ち
ら
は
リ
ー
ダ
ー
な
の
で
、何
と
か
、全
員

が
提
出
す
る
こ
と
で
、出
さ
な
い
人
が
気
ま
ず
い
思
い

を
し
な
い
よ
う
に
と
必
死
に
な
る
。

　

前
回
は
一
人
が
な
か
な
か
出
し
て
く
れ
な
か
っ
た
の

で
、本
当
に
冷
や
冷
や
し
た
し
、締
め
切
り
を
す
ぎ
て

も
本
人
か
ら
提
出
が
な
か
っ
た
の
で
、な
ん
ど
も
お
願

い
の
メ
ー
ル
を
送
り
、と
り
あ
え
ず
そ
の
人
を
除
い
て

全
員
の
分
を
出
し
ま
す
よ
！
と
い
う
こ
と
も
伝
え
た
。

事
務
局
へ
の
提
出
の
時
刻
に
は
打
ち
合
わ
せ
が
入
っ
て

い
て
、と
り
ま
と
め
が
で
き
ず（
最
後
の
一
人
も
提
出
せ

ず
）主
催
者
か
ら
携
帯
に
電
話
が
掛
か
っ
て
き
た
。そ

う
い
え
ば
○
○
さ
ん
提
出
さ
れ
て
い
な
い
で
す
よ
ね
！

と
・
・
・
。

　

最
後
の
一
人
の
宿
題
が
来
な
か
っ
た
の
で
、あ
き
ら
め

て
就
寝
し
た
の
を
思
い
出
し
た
。

　

結
局
遅
れ
な
が
ら
も
、最
後
の
一
人
が
提
出
し
た
の
で

（
他
の
グ
ル
ー
プ
も
提
出
し
た
ら
し
く
）全
員
が
一
人

残
ら
ず
、宿
題
の
ご
褒
美
を
受
け
取
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
！

　

宿
題
の
話
は
こ
れ
く
ら
い
に
し
て
、福
島
先
生
の
講

義
と
い
う
か
話
は
実
に
い
い
。コ
ン
サ
ル
の
仕
方
を
教
え

て
く
れ
る
の
で
は
な
く
、心
の
あ
り
方
を
教
え
て
く
れ

る
。コ
ン
サ
ル
の
心
構
え
が
、ク
ラ
イ
ア
ン
ト（
お
客
さ

ん
）に
伝
わ
る
の
で
、こ
ち
ら
の
心
構
え
、心
の
あ
り
方

を
変
え
な
け
れ
ば
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
変
わ
ら
な
い
と
い

う
話
を
よ
く
な
さ
る
。

　

他
で
講
師
養
成
講
座
を
受
け
て
来
た
よ
う
な
人
も

た
ま
に
見
ら
れ
る
し
、と
て
も
心
の
話
を
聞
き
に
き
た

は
ず
も
な
い
よ
う
な
人
も
参
加
し
て
い
る
の
だ
が
、福

島
先
生
の
よ
う
な
方
に
は
あ
っ
た
こ
と
が
な
い
と
心
か

ら
感
動
し
、心
酔
し
て
い
る
。
別
に
宗
教
で
も
信
者
で

も
な
い
の
だ
が
、心
の
あ
り
方
を
こ
こ
ま
で
説
く
、コ
ン

サ
ル
養
成
講
座
は
他
に
は
み
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
？
一
度
受
け
て
み
た
い
と
は
思
っ
て
い
た
が
、い

つ
か
そ
の
う
ち
と
思
っ
て
い
た
私
に「
あ
な
た
に
是
非
、

こ
の
講
座
の
ム
ー
ド
メ
ー
カ
ー
に
な
っ
て
ほ
し
い
ん
で

す
！
」と
メ
ー
ル
で
依
頼
し
て
き
た
主
催
者
の
今
井
孝

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
す
る
。
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⒈
齊
藤
正
明
さ
ん
の
場
合

●
マ
グ
ロ
船
に
強
制
入
船
⁉

　
「
会
社
人
生
に
必
要
な
智
恵
は
す
べ
て
マ
グ
ロ

船
か
ら
学
ん
だ
」（
毎
日
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ

刊
）
の
著
者
で
あ
る
齊
藤
正
明
さ
ん
は
、
マ
グ
ロ

の
鮮
度
保
持
剤
の
研
究
員
だ
っ
た
こ
ろ
、
上
司
か

ら
「
マ
グ
ロ
の
研
究
の
た
め
に
マ
グ
ロ
船
に
乗
っ

て
来
い
」
と
言
わ
れ
、
マ
グ
ロ
船
に
強
制
入
船
さ

せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
恐
ろ
し
い
ほ
ど
の
断
り

下
手
で
あ
る
。

●
パ
シ
リ
⁉

　

齊
藤
さ
ん
は
、
パ
シ
リ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
、
断

る
の
が
苦
手
！
だ
そ
う
で（
泣
）飲
み
会
の
手
伝
い

を
頼
ま
れ
た
り
し
て
も
決
し
て
い
や
と
言
わ
な
い

そ
う
だ
。

●
実
は「
断
ら
な
い
力
」が
凄
い
齊
藤
さ
ん

　

齊
藤
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
何
と
断
れ
な
い
の
で

は
な
く
、
断
ら
な
い
の
だ
と
か
。

●
断
ら
な
い
力
で
チ
ャ
ン
ス
を
次
か
ら
次
へ
と
掴

ん
で
行
っ
た

　

飲
み
会
の
手
伝
い
に
行
っ
て
、
マ
グ
ロ
船
に

乗
っ
た
写
真
を
見
せ
て
い
た
ら
、
そ
れ
が
ラ
イ

タ
ー
で
あ
り
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
を
し
て
い
る

山
下
さ
す
が
さ
ん
の
目
に
留
ま
り
、
こ
ん
な
凄
い

体
験
を
し
て
い
る
の
に
何
で
本
を
書
か
な
い
の
？

と
驚
か
れ
て
、
山
下
さ
ん
が
出
版
社
に
企
画
を
売

り
込
ん
で
く
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
本
を
出
す

こ
と
に
な
る
。
山
下
さ
ん
は
８
社
に
持
ち
込
ん
で

断
ら
れ
、
つ
い
に
９
社
目
に
し
て
企
画
が
採
用
さ

れ
、
日
の
目
を
見
る
こ
と
に
な
る
。

●
自
分
が
弱
点
と
思
い
こ
ん
で
い
る
と
こ
ろ
は
実

は
長
所

　

齊
藤
さ
ん
に
言
わ
せ
る
と
自
分
が
ダ
メ
だ
と

思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は
見
方
を
変
え
る
だ
け
で
長

所
に
な
る
と
の
こ
と
。
も
し
、
断
る
力
が
強
く

て
、
上
司
か
ら
の
命
令
で
あ
っ
て
も
マ
グ
ロ
船
に

乗
る
こ
と
を
断
れ
た
ら
、
本
を
出
す
こ
と
に
も
な

ら
な
か
っ
た
し
、
飲
み
会
を
手
伝
う
こ
と
を
断
れ

た
ら
、
山
下
さ
ん
に
本
の
企
画
も
立
て
て
も
ら
っ

た
り
、
出
版
社
へ
の
売
り
込
み
も
し
て
も
ら
え
な

か
っ
た
か
ら
だ
ろ
う
。

●
気
配
り
が
凄
い
齊
藤
さ
ん

　

実
は
齊
藤
さ
ん
、
断
ら
な
い
力
が
強
い
だ
け
で

な
く
、
気
配
り
力
も
強
い
。
気
が
弱
く
て
優
し
い

性
格
な
の
で
、
人
の
気
持
ち
が
よ
く
分
か
る
の
で

あ
る
。
細
か
い
と
こ
ろ
ま
で
実
に
よ
く
気
が
つ
く
。

●
齊
藤
さ
ん
が
応
援
さ
れ
る
理
由

　

断
ら
な
い
力
も
あ
る
が
、
と
に
か
く
紹
介
し
て

も
ら
っ
た
り
す
る
と
き
の
、
報
告
連
絡
相
談
が
き

ち
ん
と
し
て
い
る
こ
と
。
誠
実
で
、
ひ
た
む
き
な

と
こ
ろ
が
、
齊
藤
さ
ん
を
何
と
か
応
援
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
に
さ
せ
る
の
だ
。

●
そ
の
ま
ま
で
い
い
と
自
分
を
認
め
る
強
さ
を
持

つ
　

齊
藤
さ
ん
の
凄
い
と
こ
ろ
は
、
マ
グ
ロ
船
に
強

制
入
船
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
強
烈
な
体
験
を
し
な

が
ら
も
そ
れ
で
、
強
く
な
っ
た
り
し
て
い
な
い
と

こ
ろ
、
精
神
的
に
も
の
凄
く
強
く
な
っ
て
船
を
下

り
た
わ
け
で
も
な
く
、
自
分
は
船
に
乗
る
前
と
全

く
変
ら
な
い
と
豪
語
す
る
。
マ
グ
ロ
船
の
船
長
や

親
方
に
い
ろ
い
ろ
教
え
ら
れ
た
こ
と
も
あ
る
の
だ

が
、
自
分
は
自
分
の
ま
ま
で
充
分
い
い
と
思
っ
て

い
る
の
だ
と
か
。

●
次
か
ら
次
と
本
の
依
頼
が
来
る
理
由

　

齊
藤
さ
ん
は
虫
が
大
好
き
で
、
自
宅
は
虫
だ
ら

け
ら
し
い
。
そ
れ
で
、
マ
グ
ロ
船
の
強
制
入
船
の

体
験
を
つ
づ
っ
た
本
に
続
き
、
虫
の
本
を
出
す
こ

と
に
な
り
、
さ
ら
に
、
弱
点
は
長
所
で
あ
る
と
い

う
趣
旨
の
本
を
出
す
ら
し
い
。

●
チ
ー
ム
齊
藤
正
明
は
最
強
の
４
名
で
構
成
さ
れ

て
い
る

　

齊
藤
正
明
さ
ん
を
応
援
す
る
チ
ー
ム
は
４
名
か

ら
成
っ
て
い
る
。
齊
藤
正
明
さ
ん
ご
本
人
と
、
企

画
を
考
え
た
ラ
イ
タ
ー
兼
出
版
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー

の
山
下
さ
す
が
さ
ん
、
そ
れ
に
編
集
担
当
者
の
大

澤
さ
ん
、
最
後
に
チ
ャ
ン
ス
☆
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
の
秋
田
英
澪
子
で
あ
る
。
な
に
か
齊
藤
さ
ん

の
た
め
に
な
る
情
報
が
あ
る
と
、
各
自
が
持
ち

寄
っ
て
、
メ
ー
ル
で
全
員
に
情
報
共
有
す
る
の
だ
。

１
冊
の
本
の
た
め
に
、
そ
れ
も
何
ヶ
月
も
前
に
出

た
本
の
た
め
に
、
チ
ー
ム
が
ず
っ
と
継
続
し
、
そ

の
著
者
を
応
援
し
続
け
る
と
い
う
の
は
あ
ま
り
な

い
。
齊
藤
さ
ん
の
人
柄
に
よ
る
も
の
が
大
き
い
と

思
わ
れ
る
。

　

齊
藤
さ
ん
が
こ
れ
か
ら
ど
ん
な
本
を
出
し
て
い

こ
う
と
、他
の
本
も
応
援
す
る
つ
も
り
だ
が
、チ
ー

ム
齊
藤
は
、
マ
グ
ロ
船
の
本
が
ミ
リ
オ
ン
セ
ラ
ー

に
な
る
よ
う
、
こ
れ
を
重
点
的
に
応
援
す
る
チ
ー

ム
だ
。
こ
の
本
が
す
ご
い
の
は
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン

と
し
て
の
処
世
訓
を
、
マ
グ
ロ
船
の
漁
師
か
ら
学

べ
る
と
い
う
斬
新
さ
、
マ
グ
ロ
船
の
船
長
や
親
方

が
実
に
深
い
イ
イ
話
や
考
え
方
を
し
て
い
る
こ
と

だ
。
だ
か
ら
な
の
か
、
教
科
書
と
し
て
採
用
し
た

い
と
い
う
申
し
出
も
来
て
い
る
そ
う
だ
。
マ
グ
ロ

船
の
齊
藤
さ
ん
か
ら
は
こ
れ
か
ら
も
目
が
離
せ
な

い
。

⒉
野
村
正
樹
先
生
の
場
合

　　

野
村
正
樹
先
生
と
い
え
ば
、
ミ
ス
テ
リ
ー
作

家
・
ビ
ジ
ネ
ス
作
家
・
鉄
道
作
家
と
し
て
、
つ
と

に
有
名
で
あ
る
。
元
は
サ
ン
ト
リ
ー
に
お
勤
め
の

会
社
員
で
、
サ
ン
ト
リ
ー
の
ミ
ス
テ
リ
ー
大
賞
を

受
賞
し
た
と
き
か
ら
野
村
先
生
の
快
進
撃
が
始
ま

る
。
そ
の
後
、
早
期
退
職
制
度
を
利
用
し
て
会
社

を
や
め
、
作
家
専
業
に
な
る
選
択
を
す
る
。

●
と
に
か
く
鉄
道
大
好
き
、
半
端
じ
ゃ
な
い

　

本
の
取
材
を
野
村
先
生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、

小
田
急
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
中
で
の
取
材
を
打
診
さ

れ
て
、
皆
で
新
宿
か
ら
小
田
原
ま
で
ツ
ア
ー
を
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
ち
ら
が
取
材
を
し
て
い
る

と
い
う
の
に
、
鉄
道
の
車
内
外
の
写
真
を
撮
り
ま

く
り
、
そ
れ
は
大
変
な
気
合
い
の
入
り
ぶ
り
だ
っ

た
。

●
た
っ
た
一
度
の
取
材
に
命
を
賭
け
る
男

　

せ
っ
か
く
の
取
材
な
の
で
、
白
い
ロ
マ
ン
ス

カ
ー
（
V
S
E
）
の
後
方
展
望
席
で
行
く
こ
と
に

な
っ
た
の
だ
が
、
取
材
に
必
要
な
の
は
６
席
だ
け
、

残
り
は
必
要
な
い
の
だ
が
、
取
材
に
関
係
な
い
人

が
座
る
と
、
取
材
を
し
に
く
い
の
で
、
さ
て
ど
う

し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
後
方
展
望
席
は

全
部
で
16
席
で
、
貸
し
切
る
と
結
構
お
金
が
掛

か
る
。
そ
こ
で
、
野
村
先
生
に
、
残
り
の
席
代
が

掛
か
る
の
で
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？
と
お
そ
る
お

そ
る
聞
い
た
と
こ
ろ
、「
中
途
半
端
な
こ
と
せ
ん
ど

い
て
く
れ
る
？
こ
っ
ち
は
こ
れ（
取
材
）に
命
掛
け

と
る
ん
や
か
ら
。
最
悪
、
空
席
分
は
私
が
負
担
す

る
！
」と
言
わ
れ
、
驚
い
た
。

●
取
材
を
受
け
る
側
な
の
に
、
こ
ち
ら
か
ら
の
質

問
へ
の
回
答
が
レ
ジ
ュ
メ
そ
れ
も
穴
あ
き
ク
イ
ズ

に
な
っ
て
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
や
ツ
ア
ー
に
誘
っ
た

人
全
員
に
配
る

　

さ
ら
に
驚
か
さ
れ
た
の
は
、
野
村
先
生
は
取
材

を
受
け
る
側
な
の
に
、
こ
ち
ら
か
ら
の
事
前
質
問

書
の
回
答
を
レ
ジ
ュ
メ
で
作
っ
て
こ
ら
れ
、
そ
れ

も
穴
あ
き
、
ク
イ
ズ
に
な
っ
て
い
た
の
だ
。
こ
れ

を
取
材
ス
タ
ッ
フ
と
ツ
ア
ー
に
参
加
さ
れ
た
野
村

先
生
の
友
人
・
知
人
全
員
に
配
っ
て
く
だ
さ
っ
た

こ
と
。

●
気
配
り
が
凄
い
（
取
材
先
へ
の
菓
子
折
や
ス

タ
ッ
フ
へ
の
手
土
産
な
ど
）

　

訪
ね
た
報
徳
博
物
館（
二
宮
尊
徳
の
博
物
館
）に

菓
子
折
を
持
っ
て
行
か
れ
た
り
、
取
材
ス
タ
ッ
フ

の
う
ち
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
ア
の
近
藤
さ
ん
と
取
材

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
の
私
に
、
ご
著
書
の
お

み
や
げ
や
美
味
し
い
お
菓
子
ま
で
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス

に
詰
め
て
お
持
ち
下
さ
っ
た
。

●
二
宮
尊
徳
の
博
物
館（
報
徳
博
物
館
）で
館
長
か

ら
特
別
講
義
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
手
配

　

お
忙
し
く
か
つ
大
変
教
養
の
あ
る
報
徳
博
物
館

の
館
長
か
ら
特
別
講
義
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

野
村
先
生
の
ほ
う
か
ら
手
配
を
し
て
く
だ
さ
っ
て

い
た
。
館
長
は
、
二
宮
尊
徳
は
大
変
数
字
を
重
視

さ
れ
た
と
い
う
こ
と
か
ら
、
二
宮
尊
徳
の
お
話
の

中
で
は
、
正
確
な
数
字
を
き
ち
ん
と
出
し
て
し
っ

か
り
と
し
た
説
明
を
し
て
下
さ
っ
た
。

●
徹
底
的
に
楽
し
む

　

野
村
先
生
は
取
材
を
と
に
か
く
楽
し
ん
で
い
ら

し
た
。
マ
ス
コ
ミ
の
方
や
、
鉄
子
さ
ん
（
鉄
道
が

大
好
き
な
女
子
）
も
呼
ん
で
、
わ
ず
か
1
時
間
の

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
ツ
ア
ー
を
充
実
さ
せ
る
た
め
の
好

奇
心
あ
ふ
れ
る
態
度
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
白
い

ロ
マ
ン
ス
カ
ー
（
Ｖ
Ｓ
Ｅ
）
の
中
で
は
、
ガ
ラ
ス

の
コ
ッ
プ（
つ
ま
り
は
グ
ラ
ス
）に
入
っ
た
ア
イ
ス

コ
ー
ヒ
ー
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
皆

に
教
え
る
た
め
に
、わ
ざ
わ
ざ
、ア
イ
ス
コ
ー
ヒ
ー

を
全
員
分
注
文
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
普
通
は
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
の
カ
ッ
プ
に
入
っ
た
飲
み
物
が
普
通
な

の
で
、
皆
、
結
構
感
激
し
て
飲
ん
で
い
た
。

●
ど
う
す
れ
ば
他
の
取
材
と
差
別
化
で
き
る
か
を

と
こ
と
ん
考
え
て
、
取
材
を
受
け
る
姿
勢
が
見

事
！

　

野
村
先
生
は
、
他
の
取
材
場
所
や
取
材
内
容
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
、
他
の
取
材
対
象
者
と
は
異
な
る
、

面
白
い
絵
に
な
る
よ
う
な
取
材
内
容
に
し
よ
う
と

大
変
工
夫
さ
れ
、
考
え
ら
れ
た
。
取
材
に
あ
た
っ

て
は
、
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
の
時
刻
表
（
間
違
え
な
い

よ
う
に
降
り
る
駅
に
印
ま
で
付
け
て
あ
り
）
や
白

い
ロ
マ
ン
ス
カ
ー
（
Ｖ
Ｓ
Ｅ
）
の
詳
細
や
車
内
の

写
真
他
、
詳
し
い
企
画
書
ま
で
付
け
た
、
も
ろ
も

ろ
の
資
料
を
わ
ざ
わ
ざ
プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
て
速

達
で
送
っ
て
き
て
く
だ
さ
っ
た
。
あ
ま
り
の
細
か

い
ご
配
慮
に
は
恐
縮
至
極
で
あ
る
。

　

野
村
先
生
と
は
ず
っ
と
前
か
ら
の
お
知
り
合
い

だ
が
、
今
回
の
取
材
の
件
で
、
野
村
先
生
が
応
援

さ
れ
る
理
由
が
あ
ま
り
に
沢
山
あ
る
こ
と
に
気
が

つ
い
た
。
そ
の
気
配
り
の
細
や
か
さ
、
溢
れ
ん
ば

か
り
の
旺
盛
な
好
奇
心
、
た
っ
た
１
回
の
取
材
に

賭
け
る
意
気
込
み
な
ど
、
編
集
者
に
も
読
者
に
も

愛
さ
れ
る
秘
訣
だ
ら
け
だ
っ
た
。
ち
な
み
に
、
野

村
先
生
の
モ
ッ
ト
ー
は
内
容
の
い
い
原
稿
を
、
締

め
切
り
よ
り
早
く
仕
上
げ
て
、
編
集
者
に
送
る
こ

と
だ
と
か
。
実
に
見
習
い
た
い
も
の
で
あ
る
。
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ター、チャンス★コーディネーターとして活躍中。全国に会員がいる
教育関係のNPOの事務局長として、精力的に幅広い活動も行ってい
る。著書に「自己啓発のための知的勉強法」日本能率協会マネジメント
センター刊（共著）、小冊子に「一

いち

期
ご

二
ふた

会
え

『もう一度逢いたい人』になる
ために」、講演録に『講演と新聞・雑誌の取材依頼が殺到！ それは1冊
の小冊子から始まった』がある。

みんなが主役
応援される人になる！⑹
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（
一
）

　

ぼ
く
が
、ユ
キ
オ
く
ん
に
会
っ
た
の
は
、昭
和
二
十
九
年

（
一
九
五
四
）の
夏
の
こ
と
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ユ
キ
オ
く
ん
は
、ぼ
く
と
同
じ
小
学
校
四
年
生
く
ら
い
で

し
た
。な
ぜ
、「
く
ら
い
」か
と
い
う
と
、ユ
キ
オ
く
ん
は
、ど
う

も
学
校
に
行
っ
て
い
な
い
様
子
だ
っ
た
の
で
す
。

　

ぼ
く
の
住
ん
で
い
た
地
方
で
は
終
戦
の
ど
さ
く
さ
が
ま
だ

残
っ
て
い
て
、学
校
も「
国
民
学
校
」か
ら「
小
学
校
」と
変
わ
っ

て
ほ
ど
な
い
頃
で
、そ
う
い
う
子
ど
も
が
あ
ち
こ
ち
に
い
た
よ

う
で
し
た
。

　
　

赤
い
リ
ン
ゴ
に　

口
び
る
よ
せ
て

　
　

だ
ま
っ
て
み
て
い
る　

青
い
空

　
　

リ
ン
ゴ
は
何
に
も　

言
わ
な
い
け
れ
ど

　
　

リ
ン
ゴ
の
気
持
ち
は　

よ
く
わ
か
る

　
　

リ
ン
ゴ
か
わ
い
や　

か
わ
い
や
リ
ン
ゴ

（「
リ
ン
ゴ
の
唄
」サ
ト
ウ
ハ
チ
ロ
ー
作
詞
・
万
城
目
正
作
曲
）

　

町
の
ラ
ジ
オ
屋
さ
ん
か
ら
「
リ
ン
ゴ
の
歌
」や
「
東
京
キ
ッ

ド
」「
ひ
ば
り
の
花
売
娘
」な
ど
の
歌
が
明
る
く
流
れ
て
い
ま
し

た
が
、人
び
と
の
暮
ら
し
は
ま
だ
貧
し
く
、ど
こ
と
な
く
騒
々

し
く
落
ち
つ
か
な
い
空
気
が
漂
っ
て
い
ま
し
た
。

　

駅
の
周
辺
に
は
、闇
市
ら
し
い
露
店
が
立
ち
な
ら
び
、野
菜

や
魚
介
類
か
ら
、衣
類
や
下
駄
、マ
ッ
チ
、鍋
な
ど
の
日
用
品

ま
で
が
、狭
い
道
路
い
っ
ぱ
い
に
並
べ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
に
ぎ
や
か
な
通
り
を
歩
く
と
、店
先
に
並
ん
だ
色
と

り
ど
り
の
ア
メ
や
ミ
カ
ン
水
、マ
ン
ジ
ュ
ウ
な
ど
が
い
や
で
も

目
に
入
り
、ス
ル
メ
を
焼
く
匂
い
に
、人
々
は
頭
が
く
ら
く
ら

す
る
ほ
ど
の
空
腹
を
覚
え
ま
し
た
。小
遣
い
の
な
い
子
ど
も

は
、手
品
の
よ
う
に
鶴
や
ウ
サ
ギ
が
で
き
て
く
る
あ
め
細
工

や
、こ
ん
が
り
と
き
つ
ね
色
に
焼
け
て
い
く
ア
ン
マ
キ
を
、つ
ば

を
飲
み
込
み
な
が
ら
見
つ
め
て
い
る
だ
け
で
し
た
。

「
あ
あ
、夢
で
い
い
か
ら
、マ
ン
ジ
ュ
ウ
を
腹
が
は
ち
き
れ
る
ほ

ど
い
っ
ぱ
い
食
っ
て
み
た
い
な
あ
」

　

タ
ツ
オ
が
あ
て
こ
す
る
よ
う
に
、大
き
な
声
で
言
い
ま
し
た

が
、誰
も
笑
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

駅
前
や
そ
の
斜
め
前
の
お
寺
の
境
内
に
は
、ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
や
ハ
ー
モ
ニ
カ
を
吹
い
て
募
金
を
し
て
い
る
人
が
何
人
か

い
ま
し
た
。軍
隊
か
ら
帰
還
し
た
傷
痍い

軍
人
で
、腕
を
失
く
し

た
人
や
松
葉
杖
の
人
も
い
て
、道
を
行
く
人
々
か
ら
缶
の
中

に
お
金
を
入
れ
て
も
ら
っ
て
い
ま
し
た
。

「
お
い
見
ろ
、こ
じ
き
だ
ぞ
」

　

口
の
悪
い
タ
ツ
オ
が
言
っ
た
時
、通
り
か
か
っ
た
見
知
ら
ぬ

お
ば
さ
ん
に
、

「
ま
あ
、こ
の
子
っ
た
ら
。そ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
い
か
ん
よ
。

お
国
の
た
め
に
ご
苦
労
さ
れ
た
ん
だ
か
ら
」

と
強
く
た
し
な
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
頃
、ぼ
く
た
ち
の
田
舎
町
に
も
、時
々
ア
メ
リ
カ
兵

を
乗
せ
た
ジ
ー
プ
が
、砂
ぼ
こ
り
を
立
て
て
通
り
過
ぎ
て
行

き
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
、ワ
ァ
ー
と
ジ
ー
プ
の
後
を
追
い

か
け
ま
し
た
。

「
ハ
ロ
ー
、ハ
ロ
ー
。プ
リ
テ
ィ
・
ガ
ー
ル
」

「
ア
メ
リ
カ
ノ
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
、ド
ウ
ゾ
、ド
ウ
ゾ
」

　

ジ
ー
プ
の
上
の
ア
メ
リ
カ
兵
た
ち
は
、道
端
の
子
ど
も
た

ち
目
が
け
て
、ガ
ム
や
チ
ョ
コ
を
放
り
投
げ
ま
し
た
。子
ど
も

た
ち
は
も
ち
ろ
ん
、大
人
ま
で
も
が
、キ
ャ
ア
ー
と
歓
声
を
あ

げ
て
わ
れ
先
に
と
競
っ
て
拾
い
ま
し
た
。

「
英
語
会
話
」
が
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
で
放
送
さ
れ
て
い
て
、ぼ
く

た
ち
は
、テ
ー
マ
ソ
ン
グ
の
「
カ
ム
カ
ム
エ
ブ
リ
ボ
デ
ィ
」
と
い

う
歌
を
「
証
誠
寺
の
狸
囃
子
」
の
曲
で
覚
え
て
、遊
び
の
あ
い

だ
に
よ
く
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

　

駅
裏
の
路
地
角
に
あ
っ
た
、セ
ン
ベ
イ
や
ラ
ム
ネ
、ア
メ
玉
、

ふ
う
せ
ん
等
を
売
る
駄
菓
子
屋
「
新
道
堂
」
は
、子
ど
も
た

ち
の
た
ま
り
場
で
し
た
。そ
の
店
先
に
、お
菓
子
や
メ
ン
コ
と

並
ん
で
「
英
語
勉
強
プ
リ
ン
ト
」
と
い
う
半
紙
大
の
小
さ
な

新
聞
の
よ
う
な
印
刷
物
が
置
い
て
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
れ
に
は
カ
タ
カ
ナ
の
「
ブ
ッ
ク
」
と
漢
字
の
「
本
」
が
並

べ
て
印
刷
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、な
ぜ
か
本
物
の
英
語
の
ア
ル

フ
ァ
ベ
ッ
ト
文
字
「
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
」は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
れ
は
、店
番
の
お
じ
さ
ん
が
印
刷
所
に
頼
ん
で
作
っ
た
も

の
を
売
っ
て
い
た
の
で
し
た
。

「
新
し
い
プ
リ
ン
ト
、一
枚
く
だ
さ
い
」

　

ぼ
く
は
、新
道
堂
で
、ア
メ
玉
や
ス
ル
メ
の
か
わ
り
に
「
英

語
勉
強
プ
リ
ン
ト
」
を
一
枚
ず
つ
買
い
ま
し
た
。い
つ
も
本
を

読
ん
で
い
る
店
番
の
お
じ
さ
ん
は
、ぼ
く
の
顔
を
見
る
と
に
こ

に
こ
し
な
が
ら
「
小
学
生
な
の
に
感
心
だ
ね
」
と
言
っ
て
、ま

だ
イ
ン
ク
の
匂
い
の
す
る
プ
リ
ン
ト
を
手
渡
し
て
く
れ
ま
し

た
。

　

お
じ
さ
ん
は
、プ
リ
ン
ト
を
ぼ
く
に
渡
す
と
き
に
「
ほ
か
の

子
に
は
内
緒
だ
よ
」
と
目
で
合
図
を
し
て
、時
々
、お
ま
け
の

お
菓
子
を
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
入
れ
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ず
っ
と
後
で
分
か
っ
た
こ
と
で
す
が
、そ
の
お
じ
さ
ん
は
、

教
頭
先
生
を
し
て
い
る
ぼ
く
の
父
の
教
え
子
で
、そ
の
頃
、一

生
懸
命
に
小
説
を
書
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

「
こ
う
い
ち
く
ん
。し
っ
か
り
勉
強
し
て
お
く
ん
だ
よ
。き
み

は
、将
来
、立
派
な
人
間
に
な
る
と
思
う
。が
ん
ば
っ
て
ね
」

　

父
と
そ
っ
く
り
の
口
調
で
言
っ
た
お
じ
さ
ん
の
や
さ
し
い
言

葉
を
ぼ
く
は
、そ
の
後
、ず
っ
と
覚
え
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
日
、新
道
堂
に
行
く
と
そ
の
日
の
店
番
は
年
配
の
お

ば
あ
さ
ん
で
し
た
。

「
こ
う
い
ち
く
ん
、こ
っ
ち
へ
入
っ
て
来
な
さ
い
」

　

店
の
奥
か
ら
、お
じ
さ
ん
の
声
が
ぼ
く
を
呼
び
ま
し
た
。

　

ご
ち
ゃ
ご
ち
ゃ
し
た
部
屋
の
真
中
に
蒲
団
を
敷
い
て
、お
じ

さ
ん
は
寝
て
い
ま
し
た
。病
気
が
重
い
ん
だ
な
、と
、ぼ
く
は

直
感
し
ま
し
た
。

「
こ
う
い
ち
く
ん
は
、感
心
だ
。小
学
生
に
し
て
は
実
に
し
っ

か
り
し
て
い
る
」

　

お
じ
さ
ん
は
、立
っ
て
い
る
ぼ
く
の
頭
か
ら
足
の
先
ま
で
を

じ
っ
と
見
な
が
ら
、何
度
も
う
な
ず
き
ま
し
た
。

「Boys,be am
bitious. 

こ
う
い
ち
く
ん
、"am

bitious" 

分

か
る
ね
？
」

「Oh! Yes!

」

　

ぼ
く
は
大
き
く
口
を
開
け
て
、は
っ
き
り
と
答
え
ま
し
た
。

「Oh!

す
ご
い
な
！
こ
う
い
ち
く
ん
は
、ま
だ
、小
学
校
四
年

生
な
の
に
、"am

bitious" 

が
分
か
る
ん
だ
。す
ご
い
よ
！
」

　

お
じ
さ
ん
は
、感
動
の
あ
ま
り
に
ぼ
く
の
手
を
握
り
締
め

ま
し
た
。そ
れ
か
ら
ぼ
く
の
顔
を
じ
っ
と
見
て
言
い
ま
し
た
。

「Boys,be am
bitious. 

こ
う
い
ち
く
ん
、am

bitious. 

am
bitious. 

人
生
はam

bitious. 

だ
よ
。こ
う
い
ち
く
ん
は

頭
が
い
い
し
、真
面
目
だ
か
ら
、大
き
く
な
っ
た
ら
、き
っ
と
立

派
な
人
間
に
な
れ
る
と
思
う
」

「
お
じ
さ
ん
、立
派
な
人
間
っ
て
ど
う
い
う
人
間
で
す
か
」

「
そ
れ
は
、つ
ま
り
立
派
な
仕
事
が
で
き
る
っ
て
こ
と
だ
。そ

れ
に
大
き
な
愛
を
多
く
の
人
々
に
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
人

間
だ
と
思
う
。こ
う
い
ち
く
ん
、分
か
る
？
」

「Oh! Yes!

」

　

ぼ
く
が
大
き
な
声
で
言
う
と
、お
じ
さ
ん
は
、ま
た
、う
れ

し
そ
う
に
笑
い
ま
し
た
。

　

そ
の
日
の
お
じ
さ
ん
の
話
は
、そ
れ
だ
け
で
し
た
。そ
し
て

帰
る
時
、机
の
引
き
出
し
か
ら
ピ
カ
ピ
カ
光
る
万
年
筆
を
出

し
て
ぼ
く
に
く
れ
ま
し
た
。

「
小
学
生
に
は
早
い
か
も
知
れ
な
い
が
、大
き
く
な
っ
た
ら

使
っ
て
欲
し
い
」

「
で
も
、こ
ん
な
大
事
な
も
の
…
。お
じ
さ
ん
は
？
」

「
お
じ
さ
ん
は
、も
う
い
い
ん
だ
…
。さ
あ
、こ
う
い
ち
く
ん
、

が
ん
ば
っ
て
ね
」

「
お
じ
さ
ん
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

　

ぼ
く
は
、大
き
く
頭
を
下
げ
て
ピ
カ
ピ
カ
の
万
年
筆
を
ポ

ケ
ッ
ト
に
し
ま
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
一
か
月
ほ
ど
経
っ
て
、お
じ
さ
ん
が
亡
く
な
っ
た

こ
と
を
聞
き
ま
し
た
。二
十
六
歳
。死
因
は
結
核
と
い
う
こ
と

で
し
た
。

　
　
　
　
　
（
二
）

　

闇
市
が
開
か
れ
て
い
る
駅
裏
の
お
寺
の
境
内
で
、午
後
に

な
る
と
「
紙
芝
居
」が
や
っ
て
来
ま
し
た
。楠
の
大
木
の
下
で
、

ハ
ゲ
頭
の
お
じ
さ
ん
が
自
転
車
の
荷
台
に
大
き
な
紙
芝
居
の

舞
台
ケ
ー
ス
を
据
え
て
、熱
演
す
る
の
で
す
。お
金
を
払
う
と

切
符
の
か
わ
り
に
ア
メ
玉
を
一
個
渡
さ
れ
、そ
れ
を
な
め
な
が

ら
観
る
の
で
し
た
。

「
黄
金
バ
ッ
ト
」
や
「
鐘
の
鳴
る
丘
」
な
ど
、子
ど
も
向
け
に

作
ら
れ
た
も
の
で
、お
じ
さ
ん
の
オ
ー
バ
ー
な
語
り
に
ワ
ク
ワ

ク
・
ド
キ
ド
キ
し
な
が
ら
、み
ん
な
夢
中
に
な
り
ま
し
た
。大

体
は
連
続
物
で
、い
つ
も
面
白
い
と
こ
ろ
に
な
る
と
終
わ
っ
て

し
ま
い
、次
回
が
楽
し
み
で
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

時
々
、小
遣
い
の
な
い
子
が
、楠
の
大
木
に
登
っ
て
、こ
っ
そ

り
と
タ
ダ
で
見
て
い
ま
し
た
。

　

ハ
ゲ
お
じ
さ
ん
は
、タ
ダ
見
を
見
つ
け
る
と
怒
っ
て
、紙
芝

居
や
見
物
の
子
ど
も
た
ち
を
ほ
っ
た
ら
か
し
て
、追
い
か
け
て

い
く
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
、ハ
ゲ
お
じ
さ
ん
の
紙
芝
居
が
行
わ
れ
て
い
る
奥
の
方

で
ヤ
キ
イ
モ
を
売
っ
て
い
る
少
年
が
い
ま
し
た
。み
か
ん
箱
の

上
に
新
聞
紙
を
広
げ
て
、五
、六
個
の
ヤ
キ
イ
モ
を
並
べ
て
い

る
の
で
す
。い
が
ぐ
り
頭
の
少
年
は
一
言
も
し
ゃ
べ
る
こ
と
な

く
、商
品
の
イ
モ
ば
か
り
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
は
食
べ
物
が
乏
し
く
、飢
え
て
い
た
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
こ
の
ヤ
キ
イ
モ
の
放
つ
匂
い
は
、何
と
も
い
え
な
い
ほ

ど
お
い
し
い
も
の
で
し
た
。

　

タ
ツ
オ
が
、「
匂
い
だ
け
は
タ
ダ
だ
か
ら
な
。遠
慮
は
い
ら
ん

ぞ
」
と
大
き
な
声
で
言
っ
た
の
を
、少
年
が
鋭
い
目
で
に
ら
み

つ
け
て
い
た
こ
と
を
ぼ
く
は
は
っ
き
り
覚
え
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
み
ん
な
の
服
装
は
ひ
ど
く
粗
末
な
も
の
で
し
た
が
、

と
り
わ
け
、イ
モ
売
り
少
年
の
服
は
ツ
ギ
ハ
ギ
だ
ら
け
の
国
防

色
（
戦
時
中
の
陸
軍
軍
服
の
カ
ー
キ
色
）
で
、す
り
減
っ
た
下

駄
は
大
き
さ
が
左
右
違
っ
て
い
ま
し
た
。

　

少
年
は
い
つ
も
う
つ
む
い
て
い
て
、通
行
人
の
顔
な
ど
見
て

は
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、ぼ
く
も
見
て
は
い
け
な
い
よ
う
な
気

が
し
て
彼
の
顔
を
見
る
こ
と
は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
、あ
る
日
、少
年
が
ぼ
く
を
呼
び
止
め
た
の
で
す
。

「
お
い
、そ
こ
の
野
球
帽
の
ヤ
ツ
！
」

　

ぼ
く
は
、そ
の
日
、白
い
野
球
帽
を
か
ぶ
っ
て
い
ま
し
た
。

「
な
に
？
」

　

ぼ
く
は
び
っ
く
り
し
て
彼
の
顔
を
見
ま
し
た
。

「
こ
れ
、お
ま
え
に
や
る
よ
」

　

少
年
は
、そ
う
言
う
と
商
品
の
ヤ
キ
イ
モ
を
ぼ
く
の
前
に

差
し
出
し
ま
し
た
。

　

ヤ
キ
イ
モ
は
プ
ー
ン
と
お
い
し
そ
う
な
匂
い
を
放
っ
て
い

ま
す
。

　

と
た
ん
に
、お
腹
の
虫
が
グ
ー
ッ
と
鳴
き
ま
し
た
。

「
や
る
か
ら
食
え
よ
」

　

少
年
は
ぶ
っ
き
ら
ぼ
う
に
言
う
と
、自
分
も
イ
モ
を
食
べ

始
め
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、照
れ
く
さ
い
の
も
忘
れ
て
「
あ
り
が
と
う
」
と
言

う
と
、す
ば
や
く
ヤ
キ
イ
モ
を
ほ
お
ば
り
ま
し
た
。ほ
く
ほ
く

し
て
い
て
、香
ば
し
い
匂
い
に
負
け
な
い
甘
い
味
が
口
い
っ
ぱ

い
に
広
が
り
ま
し
た
。

「
う
わ
あ
、う
ま
い
！
ほ
ん
と
に
う
ま
い
ね
え
！
」

「
う
ま
い
だ
ろ
う
」

　

ぼ
く
た
ち
は
顔
を
見
合
わ
せ
て
笑
い
、食
べ
て
は
、ま
た
笑

い
合
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
が
、ユ
キ
オ
く
ん
と
ぼ
く
と
の
出
会
い
で
し
た
。

　

あ
の
時
、ユ
キ
オ
く
ん
が
ど
う
し
て
見
ず
知
ら
ず
の
ぼ
く

に
、貴
重
な
商
品
の
ヤ
キ
イ
モ
を
タ
ダ
で
く
れ
た
の
か
、ぼ
く

に
は
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。そ
れ
か
ら
ず
っ
と
後
に
な
っ
て
、

ぼ
く
は
そ
の
こ
と
を
ユ
キ
オ
く
ん
に
聞
い
て
み
ま
し
た
。

「
友
情
の
シ
ル
シ
だ
よ
」

　

ユ
キ
オ
く
ん
は
、照
れ
く
さ
そ
う
に
ぽ
つ
ん
と
言
い
ま
し
た
。

　

そ
う
。短
か
っ
た
が
、真
剣
な
ぼ
く
た
ち
の
「
友
情
」
は
、あ

の
ヤ
キ
イ
モ
か
ら
始
ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

ぼ
く
と
ユ
キ
オ
く
ん
は
、町
の
東
部
を
流
れ
る
二
級
河
川
・

森
下
川
で
、ひ
ん
ぱ
ん
に
会
う
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

森
下
川
の
上
流
に
は
、大
き
な
セ・

・キ
が
あ
っ
て
、そ
こ
の
コ

ン
ク
リ
ー
ト
部
分
が
ち
ょ
う
ど
机
や
椅
子
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。

「
こ
こ
は
、読
書
を
し
た
り
、絵
が
描
け
る
か
ら
、ぼ
く
の
最

高
の
勉
強
部
屋
な
ん
だ
」

「
勉
強
な
ら
家
の
ほ
う
が
い
い
じ
ゃ
な
い
の
か
？
」

「
家
は
だ
め
だ
。こ
こ
の
方
が
落
ち
つ
け
る
か
ら
い
い
。こ
う

い
ち
、こ
れ
か
ら
こ
の
セ
キ
で
会
お
う
！
」

　

ユ
キ
オ
く
ん
の
強
い
言
葉
に
ひ
き
ず
ら
れ
て
、ぼ
く
は
う
な

ず
き
ま
し
た
が
、少
し
困
っ
た
、と
思
い
ま
し
た
。

　

な
ぜ
な
ら
、大
人
た
ち
か
ら
は
森
下
川
へ
は
行
っ
て
は
い
け

な
い
。特
に
川
下
の
方
へ
は
た
と
え
魚
つ
り
で
も
行
っ
て
は
い

け
な
い
と
止
め
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
す
。ど
う
し
て
行
っ
て
は

い
け
な
い
の
か
、幼
い
頃
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、昨
年

の
夏
、つ
ま
り
三
年
生
の
時
、ぼ
く
は
大
変
な
光
景
を
見
て
し

ま
っ
た
の
で
し
た
。

　

そ
の
日
、ぼ
く
は
、母
親
に
頼
ま
れ
て
川
向
こ
う
の
農
協
へ
、

外
食
券
と
交
換
す
る
ア
ン
パ
ン
を
も
ら
い
に
行
き
ま
し
た
。そ

の
帰
り
道
、森
下
川
の
堤
防
を
、一
つ
だ
け
食
べ
る
こ
と
を
許

さ
れ
た
パ
ン
を
口
に
し
な
が
ら
、歩
い
て
い
ま
し
た
。

　

川
原
は
広
く
、所
々
に
大
小
の
雑
木
や
草
木
が
生
い
茂
っ

て
い
ま
し
た
。夏
の
夕
ぐ
れ
は
、涼
し
い
風
が
吹
き
、草
木
や

月
見
草
が
さ
わ
や
か
に
揺
れ
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
時
、ぼ
く
は
何
か
の
動
く
気
配
に
、川
原
の
茂
み
の
中

を
見
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。も
っ
と
も
、子
ど
も
の
ぼ
く
に
は
初

め
は
何
の
こ
と
だ
か
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

が
、よ
く
見
る
と
、男
の
人
と
下
着
姿
の
女
の
人
と
が
か
ら

み
合
い
、ケ
ン
カ
（
？
）
を
し
て
い
る
よ
う
で
す
。し
か
も
女
の

人
は
泣
い
て
い
ま
し
た
。

　

ぼ
く
は
、そ
の
頃
、女
の
人
を
い
じ
め
た
り
、泣
か
せ
た
り

す
る
人
間
は
、最
低
で
一
番
悪
い
や
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。

　

ぼ
く
は
、川
原
の
茂
み
に
向
か
っ
て
大
声
で
叫
び
ま
し
た
。

「
女
の
人
を
い
じ
め
ち
ゃ
だ
め
だ
！
や
め
て
く
だ
さ
い
！
」

　

ぼ
く
の
声
に
、二
人
の
大
人
は
（
た
し
か
二
人
だ
と
思
い
ま

し
た
が
）あ
わ
て
て
衣
類
を
持
っ
て
茂
み
の
奥
へ
消
え
ま
し
た
。

「
ば
か
や
ろ
う
！
ガ
キ
は
向
こ
う
へ
行
っ
て
ろ
！
」

　

男
の
人
は
、怒
鳴
っ
て
ぼ
く
を
に
ら
み
つ
け
ま
し
た
。ぼ
く
は
、

び
っ
く
り
し
恐
ろ
し
く
変
な
気
持
ち
に
な
っ
て
、そ
の
場
を
一

目
散
に
走
り
去
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
ぼ
く
は
、両
親
に
も
大
人
に
も
だ
れ
に
も
話
し

ま
せ
ん
で
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
、こ
の
セ
キ
で
会
お
う
よ
」

　

ぼ
く
は
、こ
の
森
下
川
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
セ
キ
が
、あ
の
い
や

な
変
な
川
原
か
ら
遠
く
離
れ
て
い
た
の
で
、安
心
し
ま
し
た
。

　
「
そ
う
し
よ
う
。こ
こ
が
い
い
」

　

こ
う
し
て
、ぼ
く
た
ち
男
同
士
の
付
き
合
い
が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
つ
づ
く
）

〈
教
養
小
説
〉

（Bildungsrom
an

独
）
主
人
公
の
人
格
の
形

成
・
発
展
を
中
心
と
す
る
小
説
。ド
イ
ツ
文
学
の

主
流
の
一
つ
。（
広
辞
苑
六
版
）

　
　
　

　

      　

　

 

　
　

 

（
愛
知
淑
徳
大
学
文
学
部
教
授
）

　

教
養
小
説

愛
知
淑
徳
大
学
教
授　
　

堀
尾
幸
平

十
五
夜
お
月
さ
ま
（
上
）

（
上
）
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SATELLITE SHOP 常滑
常滑市西阿野字桐畑152-4

久田自動車株式会社
TEL

34-6555

サーバー
レンタル料

無料

御料理・仕出し
割　子・うなぎ

常滑市樽水町三丁目222番地
〈店〉☎３５‐２３９５・FAX３５‐２４７２

〈自宅〉☎３４‐６３８１

電気工事一般
中部電力指定サービス店

常滑市塩田町3丁目95番地

幾世電気有限
会社

TEL（0569）35－4857

手作りワッフル
　　好評発売中！！

常滑市字社辺７－１　電話〈0569〉34－4147

常滑市山方町１丁目１１８番地

☎（0569）34－2108

手造りケーキ・パン

TEL&FAX
0569（35）3154

ボンベルルマルセイ

総合インテリアサービス
ビルメンテナンス・インテリア販売

常滑市新開町２－４０
TEL〈0569〉34－6565㈹

有限会社

0120－08－0094
☎（0569）72－0094

●営業時間●
AM11：00～PM10：00

木曜休み
武豊町字向陽4‐40

寿
司
、和
食
、

　

宴
会
承
り
ま
す

新築・リフォーム

常滑市原松町二丁目１０番地
TEL〈０５６９〉３５－４８０４

FAX〈０５６９〉３４－８９１５

あな
たの夢

のお手伝い

㈱ジャパンエナジー特約店
らいぶりぃ樽水Ｓ.Ｓ

常滑市井戸田町3丁目37
電話35－4742

山善石油店

0121‐33‐5909
TEL 0569‐35‐2785
FAX 0569‐35‐2296

誠意と真心であんしんのかけはし

葬儀専用ホール

CSK葬祭
24時間体制完備

健康生活　はじめませんか

明治牛乳宅配センター

常滑市新開町2丁目114番地

TEL0569‐36‐3691

ミルクッチ壱番屋

投餅・帯餅・誕生餅
赤飯（おこわ）：その他餅菓子

お餅とお菓子の店

常滑市栄町６－９２
☎（０５６９）35‐4178

FAX（０５６９）34‐9240

有限会社　オンゾ
井桁屋栄町店

常滑市鯉江本町名鉄駅ビル２Ｆ
☎（0569）34－8823

　おしゃれな装い
おしゃれなお店で…
　お気軽にどうぞ！
　　婦人服常滑市塩田町三丁目一番地

☎〈0569〉35－2398
定休日  水曜

店内
50%～20%
OFF

愛知県常滑市樽水町３丁目２９１番地
TEL〈０５６９〉35－2170

樽水店

（日曜日定休日）
●土曜日●
4時より
売りつくし

大桝屋製麺所

●愛知県学校給食めん指定工場
●武豊町名産認定品

武豊町字里中179
TEL（0569）72ー0329
FAX（0569）73ー6435
麺類各種地方発送承ります｡

喜代八商店
平 野 商 会
常滑市保示3丁目41番地

TEL35‐5330 常滑市市場町3－35
本店　　35‐4153

大小宴会承ります

無料バス送迎
いたします

食楽　たに川　本　　店
食楽　たに川　散歩道店
たに川もつ屋　常滑駅前店
たに川もつ屋　武 豊 店
やきとり二八屋

TEL 0569-35-4814
TEL 0569-34-8105
TEL 0569-34-3125
TEL 0569-73-0574
TEL 0569-35-3810

半田市天王町1‐5‐2
TEL0569‐21‐8222
定休日／水曜日
AM10:00～PM7:30

Men's & Lady's

サンタ・ママズ・カフェ
知多郡武豊町梨子ノ木3丁目37-1

TEL0569-73-6180

営業時間　平  日8:30～17：00
　　　　　土・日8:30～17：00
モーニングサービス　オープン～13：00

〈定休日なし〉

米  利
７２‐０１５６

8月13日・14日・15日は
お休みさせていただきます。
16日は日曜日なので、お休みさせていただきます。

お盆休みのお知らせ

あなたの健康・元気をサポート

㈱もみじ屋デリバリーサービス
〒475‐0833 半田市花園町6丁目25番地の1

TEL（0569）23‐2444
FAX（0569）23‐2479

各種二輪車･自転車
販売修理
＊認証工場＊

ハルオモータース
竹内正廣

常滑市北条3丁目114番地
TEL〈0569〉35－2718

常滑市水道指定工事店
常滑市下水道指定工事店
住 宅 機 器 販 売 施 工

㈲三洋設備工業
（ 店 ）　常滑市乙田33－10
　　　　☎〈0569〉34－3845
　　　　        FAX 34－5809
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ピアゴ

新聞って、
水道・ガス・電気に次ぐ
４つ目のライフラインだと思う。

株式会社 プレッシオ

思わず出掛けたくなるような晴れた日でも、
会社や学校に行くのが憂うつになりそうな雨の日でも、
気持ちよく新聞や広告を読んでほしいから。
私たちプレッシオは新聞・広告業界を広くお手伝いします。

プレッシオ http://www.pressio.co.jp検索

株式会社 プレッシオ
〈新聞販売店様向け  省力化機器の製造・販売〉 本　社：東京／TEL03-5479-5520・名古屋／TEL052-979-8533

支　店：東京・東海・大阪・九州
営業所：札幌・東北・福島・栃木・茨城・埼玉・千葉・神奈川・静岡
　　　　北陸・福井・京都・神戸・四国・北九州・大分・熊本

  ＭＯＲＩＭＡＳＡＭＯＲＩＭＡＳＡの注文住宅
 相談・見積り無料・・・お気軽にお問い合わせください。

　自分らしく暮らすためのライフスタイル情報や、住ま
いに役立つ知恵、ショップ＆レストランの割引、森政の
見学会情報・見学会来場ポイント特典などなど、盛りだ
くさんな会報誌「きわみ」会員募集中です！！
　　　　　　　　　入会は簡単
　　　　　　　　　　　　↓

①間取りプラン作成・ご提案①間取りプラン作成・ご提案①間取りプラン作成・ご提案

③地盤調査
　　　基礎工事
③地盤調査
　　　基礎工事
③地盤調査
　　　基礎工事

④棟上④棟上④棟上

②地鎮祭②地鎮祭②地鎮祭

⑤竹小舞・土壁工事⑤竹小舞・土壁工事⑤竹小舞・土壁工事

⑦完成⑦完成⑦完成

　下記の用紙を記入し、ＦＡＸ（0569）34－9766へ送信。
または、切り取ってはがきに貼るか封筒に入れて郵送
してください。宛先は〒479-0043　常滑市字古社20-7　
(有)森政「きわみ会員募集係」 後日、弊社より会員証を
お届けさせていただく際に「同額切手同封」にて郵送料
を負担させていただきます。

⑥造作工事⑥造作工事⑥造作工事

きわみ会員募集中 森政直売　家具工房

オーダー家具。
一枚板テーブルなど
ご注文承ります。

事業主・販売  ●愛知県知事免許（3）第17560号
●建築業免許愛知県知事（般-14）第63175号
●（社）愛知県宅地建物取引業協会会員

０５６９‐３５‐０３０３
h t t p : / / w w w . m o r i m a s a . j p

〒479-0043
愛知県常滑市字古社20番地の7
営業時間 AM9:00～PM6:00

土地・建物をTo Your Hand

有限会社

フリガナ

お名前

ご住所

〒　　　-

男　・　女

ご家族数

人

（　　　　）　　　-T E L

ご職業

現在、新築・リフォームをご検討中ですか？
はい　　・　　いいえ

資産運用に投資信託という選択肢

商号等：アーク証券株式会社 金融商品取引業者 関東財務局長（金商）第1号 日本証券業協会加入

コールセンター 0120－005407　　TEL 052-232-2531㈹

アーク証券 株式会社
http://www.ark-sec.co.jp

お客様のニーズに合う商品を取り揃えていますので
お気軽にお問い合わせ下さい。

◎投資にあたっての留意点（必ずお読み下さい）
　お申込みにあたっては、それぞれのファンド（投資信託）の契約締結前交付
書面（投資信託説明書（目論見書）及び補完書面）の内容を必ずご確認の上、ご
自身でご判断ください。
　投資信託は、主に国内外の株式や債券、その他有価証券等を投資対象とし
ますので、組入有価証券等の価格の下落（価格変動リスク）や組入有価証券等
の発行会社の倒産や財務の悪化（信用リスク）、また外貨建資産に投資する場
合には為替の変動（為替リスク）、その他ファンド特有のリスク等の影響によ
り、基準価額が下落し損失を被ることがあります。これらの運用による損益
はすべて投資家の皆様に帰属します。したがって、投資元本を割り込むこと
もあり、投資元本は保証されるものではありません。
　投資信託を取得する際には、販売手数料、信託報酬、組入有価証券の売買及
び保管ならびに信託事務に係る諸費用、監査費用、信託財産留保額、解約手数
料等を直接又は間接的にご負担いただくことがあります。これらの手数料や
諸経費等はファンドによって異なります。詳細は、各ファンドの契約締結前
交付書面（投資信託説明書（目論見書）及び補完書面）をご確認ください。

広告審査番号　ＭＮ－090709－56

少額資金から投資ができる

分散投資ができる

専門家が運用してくれる

個人での投資が難しい金融商品に投資できる
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あいち臨空新エネルギー実証研究エリア
わくわくワークショップ～エネルギーってふしぎだね！～

8月8日「備長炭で音をならそう～元祖燃料電池」

ワークショップの参加者募集
開 催 日：平成21年8月8日（土）
時　　間：１回目/11時30分～ 12時15分
　　　　　２回目/13時～ 13時45分
　　　　　３回目/16時～ 16時45分
会　　場：あいち臨空新エネルギー実証研究エリア
　　　　　「新エネ体験館」カートコーナー
　　　　　〒479-0882 愛知県常滑市りんくう町3-6-3
募集対象：小学3年生以上と保護者
申込み先
　　わくわくワークショップ事務局
　　申込みURL：http://www.b-b.co.jp/wakuwaku/（PC用）
　　　　　　　　http://www.b-b.co.jp/wakuwaku01/（携帯用）
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知
多
半
島
で
丘
陵
頂
上
な
ど

生
活
拠
点
を
高
所
に
構
え
た
の

は
、縄
文
時
代
早
期
後
葉
の
遺
跡

が
初
め
て
で
す
。そ
れ
か
ら
五
千

年
近
く
を
経
て
再
び
弥
生
時
代

後
期
に
集
落
が
つ
く
ら
れ
ま
し

た
。そ
し
て
、今
日
の
内
陸
部
の

開
発
が
す
す
む
ま
で
は
、丘
陵

の
頂
上
付
近
に
組
織
だ
っ
た
集

落
遺
跡
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

こ
こ
で
の
集
落
の
形
成
を
拒

ん
で
き
た
理
由
の
一
つ
に
、水
の

確
保
が
容
易
で
な
か
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。飲
料
で
き
る

水
は
丘
陵
の
中
腹
や
谷
底
に
近

い
と
こ
ろ
に
湧
き
出
し
て
い
ま

す
が
、丘
陵
の
山
頂
で
は
ほ
と
ん

ど
あ
り
ま
せ
ん
。

　

急
な
傾
斜
地
を
苦
と
も
せ
ず

に
水
を
運
搬
す
る
人
々
を
動
か

し
た
の
は
、こ
の
時
代
に
確
立
し

た
共
同
体
に
よ
る
集
団
生
活
が

根
源
に
あ
る
よ
う
で
す
。こ
の
こ

と
は
、台
地
上
の
遺
跡
も
同
様
で

あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。

　

高
所
性
遺
跡
は
海
岸
平
地
を

見
下
ろ
す
谷
あ
い
の
丘
陵
地
に

立
地
し
て
い
ま
す
。人
を
拒
む
ほ

ど
の
山
深
い
と
こ
ろ
に
あ
る
わ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

知
多
半
島
の
高
所
性
遺
跡
は

東
海
市
中
ノ
池
遺
跡
と
大
府
市

子
安
神
社
遺
跡
、知
多
市
大
廻
間

遺
跡
、武
豊
町
中
田
遺
跡
の
四
遺

跡
で
発
掘
調
査
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、未
調
査
の
遺
跡
も
多
数
あ

り
、解
明
さ
れ
て
い
な
い
遺
跡
群

の
一
つ
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
、県
内
の
遺
跡
で
は

名
古
屋
市
緑
区
鳴
海
町
三
王
遺

跡
、城
遺
跡
。幡
豆
郡
吉
良
町
中

根
山
遺
跡
、幡
豆
町
上
畑
山
遺
跡

が
平
成
十
五
年
出
版
の
愛
知
県

史
弥
生
編
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
こ
で
は
高
所
性
遺
跡
を
「
生

活
す
る
に
は
不
便
な
標
高
三
十
㍍

前
後
以
上
の
丘
陵
上
に
築
か
れ
た

遺
跡
」と
と
ら
え
、中
で
も
深
い
堀

の
よ
う
な
溝
、環
濠
で
囲
ん
だ
遺

跡
を
高
地
性
集
落
と
解
説
し
て
い

ま
す
。

　

高
地
性
集
落
に
つ
い
て
は
、中

国
の
歴
史
書「
魏
志
」の「
東
夷
伝
」

に
二
世
紀
後
半
こ
ろ
に
「
倭
国
大

い
に
乱
る
」
と
し
た
倭
国
大
乱
に

あ
わ
せ
て
の
山
城
と
し
て
の
防
衛
、

防
御
の
拠
点
で
あ
っ
た
と
す
る
考

え
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、海
上
を
見

張
る
見
晴
台
説
や
焼
き
畑
な
ど
の

畑
作
を
主
と
す
る
集
落
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
考
え
を
も
と
に
知
多
半
島

の
高
所
性
遺
跡
を
歩
く
と
、山
に

こ
も
る
集
落
で
あ
っ
た
と
い
う
よ

り
も
生
産
性
の
あ
る
谷
間
の
土
地

と
か
か
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思
え

て
き
ま
す
。

　

遺
跡
の
あ
る
谷
間
に
は
、海
岸

平
野
の
よ
う
に
海
水
の
影
響
を

受
け
る
こ
と
の
な
い
の
潤
沢
な

水
源
に
支
え
ら
れ
た
農
地
が
あ

り
ま
す
。そ
の
生
産
性
は
高
所
性

遺
跡
の
集
落
を
支
え
る
に
は
十

分
な
収
穫
を
得
て
い
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。武
豊
町
中
田
遺
跡
の

あ
る
谷
あ
い
は
、地
域
で
も
自
慢

の
水
耕
農
地
で
、水
に
困
る
こ
と

の
な
い
湧
き
出
し
水
が
各
所
に

あ
り
ま
し
た
。現
在
は
、工
業
団

地
と
な
り
そ
の
原
風
景
は
な
く

な
り
ま
し
た
が
発
掘
調
査
中
は
、

弥
生
の
人
の
視
点
で
遺
跡
か
ら

田
を
な
が
め
る
と
、こ
こ
に
暮
ら

す
こ
と
の
不
便
さ
を
見
つ
け
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

知
多
の
動
植
物
雑
記（
二
五
一
）

原　
　
　
　

穣

　

今
年
の
六
月
下
旬
頃
、東
浦

中
央
部
の
丘
陵
地
林
縁
を
歩
い

て
い
た
時
、ふ
と
目
に
し
た
セ

イ
タ
カ
ア
ワ
ダ
チ
ソ
ウ
の
先
の

方
に
何
か
茶
色
の
も
の
。

　

何
か
ナ
と
つ
ま
ん
で
見
れ
ば

カ
ミ
キ
リ
ム
シ
だ
！（
写
真
左
）

大
き
さ
は
三
㌢
ほ
ど
で
、体
の

色
は
薄
茶
色
。上
翅
の
表
面
に

は
三
本
ば
か
り
の
横
し
ま
が
あ

る
。な
に
こ
れ
？
と
、ひ
と
ま
ず

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
に
収
め
家
へ

持
ち
帰
る
。

　

早
速
、図
鑑
で
調
べ
れ
ば
、そ

の
名
は
キ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
。

説
明
に
は「
平
地
か
ら
低
山
地

の
雑
木
林
に
ふ
つ
う
。ま
れ
に

昼
間
、花
上
で
見
ら
れ
る
が
、ほ

と
ん
ど
夜
間
に
活

動
す
る
」と
あ
り
、

さ
す
が
、か
つ
て

の
昆
虫
少
年
、夜

間
に
活
動
す
る
も

の
を
、ま
っ
昼
間

に
捕
る
こ
と
が
で

き
た
な
ん
て
ス
ゴ

イ
ジ
ャ
ン
と
自
画

自
賛
し
て
い
た
。

　

写
真
右
上
は
、

ヨ
ツ
モ
ン
ミ
ズ

ギ
ワ
コ
メ
ツ
キ
で
、

五
月
二
十
三
日
、

東
海
市
の
船
島

小
学
校
で
、虫
や

魚
は
何
が
捕
れ
る

か
ナ
？
の
事
前
調
査
を
や
っ
て

る
時
に
発
見
し
た
も
の
。発
見

者
は
勿
論
、い
つ
も
私
が
虫
の

名
前
を
聞
い
て
い
る
平
松
俊
彦

氏
。

　

校
庭
の
片
隅
の
雑
草
ポ
ツ
ポ

ツ
の
場
所
に
屈
み
込
み
、何
か

を
見
詰
め
る
平
松
氏
。「
ナ
ニ
見

て
る
の
？
」と
尋
ね
れ
ば「
こ
れ

こ
れ
！
」と
。見
れ
ば
小
さ
な
虫

が
ピ
ョ
ン
ピ
ョ
ン
。早
速
一
匹
頂

い
て
、じ
っ
く
り
眺
め
て
も
、巾

一
㍉
、長
さ
三
㍉
で
は
、折
れ
た

鉛
筆
の
芯
み
た
い
で
、何
で
こ

ん
な
名
前
な
の
？

　

家
に
帰
っ
て
昆
虫
標
本
に
し
、

じ
っ
く
り
眺
め
れ
ば
、黒
い
上

翅
の
両
側
に
赤
い
斑
紋
が
上
下

に
並
び
、成
程
四
つ
紋
だ
。そ
し

て
、住
ん
で
る
と
こ
ろ
は
比
較

的
水
辺
に
近
か
っ
た
ナ
ー
と
ヨ

ツ
モ
ン
ミ
ズ
ギ
ワ
コ
メ
ツ
キ
の

名
前
を
実
感
し
た
。

　

写
真
右
下
は
、六
月
初
旬
、

わ
が
家
の
中
で
捕
獲
。体
長
四

㍉
ほ
ど
。ひ
げ
は
枝
毛
が
短
い

の
で
雌
だ
。血
を
吸
い
に
来
た

ナ
と
静
か
に
捕
ら
え
、平
松
方

法
通
り
、糊
に
乗
せ
脚
を
整
え
、

乾
け
ば
標
本
完
成
。ヤ
ッ
タ
ー
。

初見の虫と初体験「カ」の標本初見の虫と初体験「カ」の標本

込
み
先 

生
涯
学
習
課
☎
35
―
１
１
１
１ 

内
線

３
８
６
・
３
８
７
ま
た
は
開
催
す
る
公
民
館

◎
知
多
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー

▼
創
作
ク
ラ
ブ『
く
る
ま
』・一
日（
土
）〜
三
十
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

ゴ
ム

の
力
で
動
く
く
る
ま
を
作
り
ま
す　

材
料
費　

一
個
百
八
十
円

▼
季
節
の
工
作『
魚
つ
り
ゲ
ー
ム
』・一
日（
土
）〜

三
十
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

お
も
し
ろ
い
魚
を
つ
く
り
、魚
つ
り
ゲ
ー
ム
で
遊

び
ま
し
ょ
う　

材
料
費　

一
個
七
十
円

▼
い
ろ
あ
そ
び『
葉
っ
ぱ
の
は
ん
こ
』・
二
十
日

（
木
）〜
三
十
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時

　

内
容　

は
っ
ぱ
の
は
ん
こ
で
楽
し
い
ま
き
も
の

を
作
り
ま
し
ょ
う　

材
料
費　

一
枚
百
円

▼
五
十
円
工
作『
メ
ダ
ル
』・
一
日（
土
）〜
九
月

三
十
日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時（
九
月
一

日
か
ら
は
午
後
四
時
半
ま
で
）　

内
容　

ボ
タ

ン
を
使
っ
た
、楽
し
い
メ
ダ
ル
を
作
り
ま
し
ょ
う

　

材
料
費　

一
個
五
十
円

▼
特
別
工
作『
プ
ラ
デ
コ
』・一
日（
土
）〜
三
十
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時　

内
容　

プ
ラ

板
に
不
思
議
な
絵
の
具
で
絵
を
書
き
ま
す　

材

料
費　

一
個
百
円

▼『
第
十
四
回　

セ
ン
タ
ー
夏
祭
り
』〜
地
球
と

握
手
〜
・
二
十
三
日（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
四

時　

内
容　

限
定
工
作（
エ
コ
バ
ッ
グ
、う
ち
わ

作
り
、プ
チ
・
サ
ン
ド
ブ
ラ
ス
ト
、ま
ほ
う
の
ト
ン

ネ
ル
）、コ
ン
サ
ー
ト
、読
み
聞
か
せ
、マ
ジ
ッ
ク

シ
ョ
ー
、発
表
会（
太
極
拳
、ダ
ン
ス
、オ
カ
リ
ナ

演
奏
、三
味
線
、フ
ラ
ダ
ン
ス
）、作
品
展
示（
水

墨
画
、フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
、手
編
み
、漢

詩
）、ゲ
ー
ム
、朝
市
、水
風
船
、ス
ー
パ
ー
ボ
ー
ル

す
く
い
な
ど　

参
加
費　

無
料（
工
作
は
有
料
）

▼『
科
学
キ
ッ
ト
祭
り
』・
二
十
九
日（
土
）〜
九

月
五
日（
土
）午
前
九
時
〜
午
後
四
時
半　

内
容

　

科
学
キ
ッ
ト
を
使
っ
た
工
作
を
作
り
ま
す　

詳
し
く
は
知
多
市
地
域
文
化
セ
ン
タ
ー
ま
で
お

問
合
せ
く
だ
さ
い

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
共
栄
窯

▼
韓
国
人
作
家
ⓐ
窯
・
十
三
日（
木
）〜
十
六
日

（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
Ｃ
ｅ
ｒ
ａ（
常
滑
市
観
光
プ
ラ
ザ
）

▼
谷
川
宏
陶
展
・
〜
三
日（
月
）午
前
九
時
〜
午

後
五
時
半

▼
常
滑
陶
芸
作
家
協
会
展
・
七
日（
金
）〜
十
七
日

（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

▼
杉
江
幸
治
陶
展
・
二
十
一
日（
金
）〜
三
十
一
日

（
月
）午
前
九
時
〜
午
後
五
時
半

◎
常
滑
屋

▼
ダ
ル
テ
・
常
滑
屋
企
画「
か
ま
わ
ん
展
」・
七
日

（
金
）〜
二
十
三
日（
日
）

▼
ダ
ル
テ「
四
日
間
だ
け
の
イ
タ
リ
ア
ン〝
ダ
ル

テ
〞２
０
０
９
」・
十
三
日（
木
）〜
十
六
日（
日
）

▼
常
滑
屋
企
画「
焼
物
ま
つ
り
・
in
常
滑
屋
」・

十
八
日（
火
）〜
二
十
三
日（
日
）

◎
陶
芸
サ
ロ
ン
陶
美
園

▼
秀
作
陶
芸　

ち
り
め
ん
細
工　

古
布　

古
布

服
常
設
展
示

▼
常
滑
焼
ま
つ
り
協
賛
特
別
展
・
二
十
二
日

（
土
）・
二
十
三
日（
日
）

◎
ギ
ャ
ラ
リ
ー
セ
ピ
カ（
ま
る
ふ
く
内
）

▼「
…
残
暑
見
舞
展
…
」・
七
日（
金
）〜
三
十
一
日

（
月
）

◎
方
円
館

▼
永
柳
光
生
展
・
〜
十
二
日（
水
）

▼
澤
田
よ
し
え
展
・
十
四
日（
金
）〜
二
十
六
日

（
水
）

▼
玉
光
窯
展
・
二
十
八
日（
金
）〜
九
月
九
日

（
水
）

◎
武
豊
町
立
図
書
館

▼
富
貴
中
学
校
美
術
部
作
品
展
・
五
日（
水
）〜

十
八
日（
火
）

▼
知
多
地
方
教
職
員
美
術
展（
知
多
図
工
同
好

会
）・
三
十
日（
日
）〜
九
月
十
二
日（
土
）

▼
夏
だ
わ
い
わ
い
お
し
ゃ
べ
り
劇
場（
ぽ
っ
け
）・

二
十
三
日（
日
）午
後
一
時
半
〜

▼
お
だ
ん
ご
ぱ
ん
夏
の
お
話
し
会（
お
だ
ん
ご
ぱ

ん
）・
二
十
九
日（
土
）午
後
二
時
〜

◎
武
豊
町
中
央
公
民
館

▼
福
寿
大
学
④
江
戸
庶
民
の
笑
い
と
人
情
〜
古

典
落
語
二
席
を
つ
う
じ
て
〜
・
五
日（
水
）午
前

十
時
〜
正
午　

定
員　

五
百
名（
六
十
歳
以
上
）

　

無
料

▼
わ
く
わ
く
科
学
実
験
教
室　

ス
ラ
イ
ム
作
り

他
・
六
日（
木
）、七
日（
金
）午
前
十
時
〜
正
午　

定
員　

各
二
十
五
名
ず
つ　

参
加
費　

二
百
円

（
材
料
費
込
み
）

▼
パ
ソ
コ
ン
わ
い
わ
い
相
談
室
・
八
日（
土
）午
後

一
時
半
〜
同
四
時

▼
パ
ソ
コ
ン
広
場
・
毎（
木
）（
十
三
日
を
除
く
）午

後
一
時
半
〜
同
四
時
半

▼
夏
休
み
こ
ど
も
映
画
会
・
八
日（
土
）「
ジ
ャ
ン

グ
ル
大
帝
」他
、九
日（
日
）「
ウ
ォ
ー
リ
ー
」他　

各
午
後
一
時
半
〜
同
三
時
半　

無
料

▼
ふ
る
さ
と
ま
つ
り
・
二
十
二
日（
土
）、二
十
三
日

（
日
）

◎
武
豊
町
民
会
館　

ゆ
め
た
ろ
う
プ
ラ
ザ

▼
ゆ
め
プ
ラ
フ
ァ
ミ
リ
ー
人
形
劇　

さ
ん
さ

ん
劇
場（
昔
話
？
落
語
？
遊
び
？
ベ
テ
ラ
ン
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
お
か
し
く
て
楽
し
い
舞
台

　

さ
て
さ
て
何
が
飛
び
出
す
や
ら
？
）　
「
わ
ら

し
べ
長
者
」・「
わ
・
わ
・
わ
・
わ
わ
っ
し
ょ
い
!!
」・
二

日（
日
）①
午
前
十
一
時
開
演　

②
午
後
二
時
開

演▼
石
膏
デ
ッ
サ
ン
体
験
講
座
・
一
日（
土
）、二
日

（
日
）、四
日（
火
）、五
日（
水
）各
午
後
六
時
半

〜
同
八
時
半　

計
四
回　

定
員　

十
名（
小
学

五
年
生
以
上
）

▼
映
画
作
り
体
験
講
座　

映
画
作
り
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
プ
ロ
か
ら
教
え
て
も
ら
う
チ
ャ
ン
ス
！
・

二
十
三
日
、三
十
日
各（
日
）午

後
一
時
半
〜
同
四
時
半　

計
二

回　

定
員　

十
名（
中
学
一
年

生
以
上
）　

参
加
費　

百
円

▼
マ
イ
ク
ロ
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
教

室
・
二
十
九
日（
土
）午
後
一
時

半
〜
同
四
時
半　

定
員　

二
十

名（
小
学
五
年
生
〜
中
学
生
）　

参
加
費　

無
料

◎
東
大
高
児
童
館

▼
水
遊
び
を
し
よ
う
・
十
六
日

（
日
）ま
で　

午
前
十
時
半
〜

午
後
三
時

◎
お
お
あ
し
児
童
館

▼
水
遊
び
・一
日（
土
）〜
二
十
三

日（
日
）午
前
十
時
半
〜
午
後
三

時▼
お
や
つ
作
り
・
二
十
一
日（
金
）

午
後
一
時
半
〜
同
三
時

▼
マ
ー
ブ
リ
ン
グ
・
五
日（
水
）、

六
日（
木
）、
二
十
五
日（
火
）、

二
十
六
日（
水
）時
間
は
自
由

◎
く
す
の
き
児
童
館

▼
水
遊
び
・一
日（
土
）〜
十
六
日

（
日
）
午
前
十
一
時
〜
午
後
三

時▼
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
・
二
十
一
日

（
金
）〜
二
十
三
日（
日
）午
後
一

時
半
〜
同
三
時

◎
長
尾
児
童
館

▼
プ
ー
ル
で
水
遊
び
・一
日（
土
）

〜
三
十
日（
日
）午
前
十
時
十
五

分
〜
午
後
三
時

▼
作
っ
て
み
よ
う
・
十
八
日（
火
）

〜
二
十
八
日（
金
）午
後
二
時
〜

同
三
時

◎
武
豊
町
総
合
体
育
館

▼
エ
ン
ジ
ョ
イ
ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ

レ
ー
大
会
・
三
十
日（
日
）

◎
半
田
空
の
科
学
館

▼
特
別
プ
ラ
ネ「
夏
の
星
座
を
見
つ
け
よ
う
！
」・

一
日（
土
）午
後
六
時
半
〜
同
七
時
半　

定
員　

二
百
四
十
名　

参
加
費　

大
人
三
百
円　

こ
ど

も
二
百
円

▼
夏
の
大
観
望
会「
月
を
見
よ
う
！
」・一
日（
土
）

午
後
七
時
半
〜
同
八
時
半（
時
間
内
自
由
参
加
）

　

科
学
館
前
駐
車
場
、天
文
観
測
所　

参
加
費

　

無
料　
（
天
候
不
順
時
は
中
止
）

▼
望
遠
鏡
取
扱
い
教
室（
手
持
ち
の
望
遠
鏡
持

参
の
こ
と
）・
二
日（
日
）午
後
六
時
半
〜
同
八

時
半　

定
員　

十
組（
小
学
生
以
上　

一
組
五

名
ま
で
）　

参
加
費　

大
人
三
百
円　

こ
ど
も

二
百
円　

▼
夏
の
大
観
望
会「
木
星
、夏
の
星
雲
星
団
を
見

よ
う
！
」・
二
十
二
日（
土
）午
後
七
時
半
〜
同
八

時
半（
時
間
内
自
由
参
加
）　

科
学
館
前
駐
車

場
、天
文
観
測
所　

参
加
費　

無
料　
（
天
候
不

順
時
は
中
止
）

◎
半
田
市
青
山
記
念
武
道
館

▼
夏
季
半
田
市
中
学
校
柔
道
競
技
・
八
日（
土
）、

九
日（
日
）

▼
知
多
地
区
高
等
学
校
剣
道
大
会
・
二
十
二
日

（
土
）、二
十
三
日（
日
）

ち
ょ
っ
と
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

　

三
歩
窯　

斉
田
君
夫
さ
ん

   　

昭
和
時
代
に
建
て
ら
れ
た
風
情
あ
る
木
造

が
、
斉
田
さ
ん
の
工
房
だ
。
ビ
ワ
の
木
や
田

ん
ぼ
が
あ
る
の
ど
か
な
田
園
風
景
の
中
、
夏

の
日
差
し
を
受
け
て
1
時
間
に
数
本
の
電
車

が
爽
快
に
走
り
抜
け
て
い
く
。
線
路
沿
い
に

あ
る
工
房
は
、
昭
和
時
代
か
ら
変
わ
ら
ぬ

日
々
の
リ
ズ
ム
が
こ
こ
に
あ
る
よ
う
だ
。

　

高
校
卒
業
後
、
家
業
を
継
い
だ
。
斉
田

さ
ん
が
得
意
と
す
る
も
の
は
、
た
た
ら
の
日

用
雑
器
だ
。
工
房
2
階
に
は
自
然
釉
の
皿
、

織
部
の
カ
ッ
プ
や
常
滑
特
産
の
い
ち
じ
く
の

灰
釉
を
使
っ
た
花
瓶
な
ど
、
大
小
さ
ま
ざ
ま

な
ア
ー
ト
作
品
が
飾
ら
れ
て
い
る
。「
曇
っ

た
織
部
も
好
き
、透
き
通
っ
た
織
部
も
好
き
」

と
い
う
。こ
こ
に
あ
る
全
て
の
作
品
に
ス
ト
ー

リ
ー
が
あ
る
と
い
う
。
遊
び
心
で
作
っ
た
花

瓶
は
、
失
敗
か
ら
生
ま
れ
た
。
く
し
ゃ
け
た

表
情
が
実
に
面
白
み
が
あ
る
と
私
は
思
う
の

だ
が
、
評
判
は
い
ま
い
ち
の
よ
う
だ
。

　

斉
田
さ
ん
は
、
ひ
ょ
う
ひ
ょ
う
と
し
て
い

る
。
と
て
も
マ
イ
ペ
ー
ス
な
人
だ
が
、「
以

前
は
受
注
が
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
世
界
規

模
で
の
不
況
と
い
わ
れ
て
い
る
今
で
は
、
す
っ

か
り
な
く
な
っ
た
」
と
、
淋
し
さ
を
に
じ
ま

せ
た
。

　

斉
田
さ
ん
は
『
器
の
使
い
方
は
作
り
手
が

半
分
、
使
う
人
の
手
に
触
れ
て
残
り
半
分
が

決
ま
る
』
と
い
う
。
器
を
手
に
取
っ
て
感
じ

る
喜
び
を
た
く
さ
ん
の
人
に
届
け
た
い
思
い

で
作
陶
し
て
い
る
。

　

個
展
は
年
に
1
回
の
ペ
ー
ス
で
開
い
て
い
る
。

　

趣
味
は
、
そ
ば
打
ち
。

　

三
歩
窯
の
ご
案
内

　

工
房
2
階
に
て
展
示
販
売
、
陶
芸
体
験
で
き
ま
す

　

体
験
内
容　

タ
タ
ラ
作
り
、
手
捻
り

　

料
金
３
、０
０
０
円
〜

　

1
回
に
つ
き
10
名
ま
で　

予
約
に
て
受
付

　

夜
の
体
験
で
き
ま
す
。
午
後
９
時
終
了

　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

　

定
休
日　

日
曜
日
、祝
日
（
体
験
予
約
日
を
除
く
）

　

営
業
時
間　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

　

駐
車
場　

2
台

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
赤
井　

伸
衣
）

町の考古学
弥生時代（百四十二）

奥 川 弘 成

中田遺跡（白部分）の周辺の地形

新
聞
に
売
り
出
し
ち
ら
し
半
夏
生 

吉
田
ひ
ろ
し

何
も
な
い
部
屋
が
一
番
涼
し
く
て 

片
岡　

光
子

一
匹
の
虫
を
目
で
追
う
夕
端
居 

青
山　

文
代

都
心
に
も
轟
く
滝
や
徳
川
園 

竹
内
す
ゞ
代

コ
ー
ラ
ス
の
口
々
縦
に
さ
く
ら
ん
ぼ 

谷
川
と
志
江

粗
塩
の
高
炉
に
置
か
れ
い
よ
よ
夏 

斉
藤　

浩
美

朝
涼
や
男
も
化
粧
す
る
時
代 

加
藤　

久
子

噴
水
の
し
ぶ
き
華
や
ぐ
子
ら
の
顔 

関　
　

里
美

庭
下
駄
の
み
ん
な
出
払
ふ
星
祭
り 

曽
我
部
和
美

渋
滞
に
ま
き
込
ま
れ
た
り
立
葵 

岩
田
つ
ま
子

消
嗅
剤
そ
こ
こ
こ
に
増
え
梅
雨
続
く 

久
田　
　

篤

神
妙
に
始
め
て
く
ぐ
る
茅
の
輪
か
な 

幾
世
八
千
代

水
郷
の
両
岸
飾
る
七
変
化 

磯
村
美
耶
子

児
童
ら
に
田
植
一
枚
任
せ
を
く 

や
ま
し
た
悠

溜
息
の
幕
切
れ
の
な
き
溽
暑
か
な 

竹
内
三
千
彦

紫
陽
花
の
午
后
の
化
粧
を
濃
く
し
つ
つ 

谷
川　

利
子

梅
雨
晴
間
草
に
追
わ
れ
て
農
作
業 

村
井
み
さ
を

悪
し
き
こ
と
佳
き
こ
と
も
な
く
六
月
尽 

河
瀬
四
四
子

わ
が
庭
で
昼
間
は
眠
る
月
見
草 

藤
井　

文
月

天
守
よ
り
潮
の
目
た
し
か
夏
来
る 

桑
山　

撫
子

雨
男
梅
雨
の
さ
な
か
の
ゴ
ル
フ
か
な 

清
水
ド
ラ
吉

み
ち
の
く
の
風
鈴
が
鳴
る
十
余
年 

冨
田　

悦
子

中
元
や
留
守
番
犬
に
伝
言
す 

浦
崎
ひ
と
み

ア
ル
プ
ス
の
頭
出
し
た
る
梅
雨
晴
間 

林　
　

京
子

浮
き
草
の
瓶
の
隙
間
を
埋
め
に
け
り 

荒
川　

達
雄

保
育
園
迎
え
の
母
の
黒
日
傘 

竹
内
ユ
ミ
子

蓮
の
葉
の
裏
返
り
て
は
風
さ
そ
ふ 

村
井　

範
子

太
宰
忌
や
帯
も
新
た
な
文
庫
本 

山
中　

博
子

梅
雨
晴
れ
や
屋
根
よ
り
日
射
し
撥
ね
て
と
ぶ 

渡
辺　

民
子

庭
の
角
夾
竹
桃
が
ゆ
れ
て
い
る 

杉
江　

ち
ゑ

七
夕
に
願
い
を
込
め
て
頼
み
ご
と 

石
井　

清
隆

大
潮
に
え
さ
掘
り
に
行
く
ご
か
い
か
な 

丹
羽　

正
男

く
ち
な
し
の
香
に
さ
そ
わ
れ
て
庭
に
立
つ 

佐
藤　

き
ぬ

む
く
げ
咲
く
一
日
花
の
あ
わ
れ
さ
よ 

古
田　

美
子

わ
し
が
れ
の
前
の
川
で
は
蛍
飛
ぶ 

諏
訪　

清
子

七
夕
に
願
い
は
ひ
と
つ
健
康
に 

井
野　

洋
子

雷
光
や
日
露
の
兵
の
碑
を
浮
か
す　
　
　
　
　

 

石
川　
　

督

七
色
に
輝
く
梅
雨
玉
晴
間
か
な　
　
　
　
　
　

 

柴
山　

庄
山

か
え
る
鳴
く
夜
半
の
し
じ
ま
夜
気
破
る　
　
　

中
村　

洋
子



中川　凌
り く

玖（6才）　樹
いつき

（2才10ヶ月）　武豊町字中根 水野　帆
ほ の か

乃華（1才9ヶ月）　泰
たいき

宜（4才）　常滑市かじま台

平成21年８月１日　（12）第 252 号
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東海・北陸地区発売元

デュプロはコンピュータネットワークを活用した、
お客様の新しいビジネススタイル“e-BUSINESS”を提案していきます。

お客様

ネットワーク
システム構築

IBM
ハードウェア
販売

基幹系
システム

販売管理
システム

経理・財務・業務・人事・営業企画・etc.

生産管理
システム

カストマー
サポート

（名古屋）（名古屋）


